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「
身
体
」
の
問
題
系
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
直
し

―

前
回
の
補
足

今
回
は
ま
ず
、
新
た
な
主
題
に
入
る
前
に
、
過
去

二
回
の
映
像
＝
身
体
の
問
題
系
を
め
ぐ
�
て
、
前
回

の
最
後
に
つ
け
加
え
よ
う
と
思
い
な
が
ら
も
、
筆
者

の
配
分
ミ
ス
で
取
り
こ
ぼ
し
て
し
ま
�
た
一
つ
の
注

目
す
べ
き
論
点
を
な
る
べ
く
簡
潔
に
補
足
し
て
お
き

た
い
と
思
う
。

行
論
を
再
度
繰
り
返
す
な
ら
ば
、
初
期
映
画
か

ら
現
代
の
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
に
い
た
る
ま
で
、
主
に

二
〇
世
紀
以
降
の
複
製
イ
メ
�
ジ
文
化
の
一
部
で
は
、

「
観
客
身
体
」
の
微
細
な
生
理
的
反
応
シ
ス
テ
ム
が

ひ
と
び
と
の
イ
メ
�
ジ
受
容
の
プ
ロ
セ
ス
に
き
わ
め

て
重
要
な
意
味
を
担
�
て
い
た
。
そ
し
て
、「
物
語
」

の
機
能
を
重
用
す
る
古
典
的
映
画
の
表
象
体
制
を
初

期
映
画
期
同
様
に
払
拭
し
た
現
代
映
画
の
生
育
環
境

―

す
な
わ
ち
、「
映
像
圏
」
の
今
日
的
状
況
に
お

い
て
は
、
そ
れ
は
と
り
わ
け
以
前
よ
り
も
中
心
的
な

役
割
を
担
い
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
論
じ
て

き
た
。
過
去
二
回
の
論
述
で
は
、
ひ
と
ま
ず
そ
の
こ

と
を
個
別
具
体
的
な
ト
ピ
�
ク
を
通
じ
て
随
時
示
し

て
き
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
そ
う
し
た
古
今
に
わ
た

る
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
独
特
の
表
象
モ
デ
ル
を
大
き
な

歴
史
的
視
野
を
以
て
抽
象
し
て
い
る
言
説
に
も
触
れ

て
議
論
を
仮
留
め
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

映
画
を
含
め
た
、
現
在
の
近
代
視
覚
文
化
史
研
究
に

お
い
て
は
も
は
や
古
典
的
地
位
を
獲
得
し
て
い
る
と

い
�
て
よ
い
だ
ろ
う
、
ジ
�
ナ
サ
ン
・
ク
レ
�
リ
�

に
よ
る
一
連
の
議
論
で
あ
る
。

ス
テ
レ
オ
ス
コ
ー
プ
か
ら
考
え
る

―

も
う
一
つ
の
視
覚
／
表
象
シ
ス
テ
ム

現
在
の
文
化
批
評
の
領
域
で
も
し
ば
し
ば
参
照

さ
れ
る
の
で
す
で
に
ご
存
じ
の
読
者
も
多
い
か
も
し

れ
な
い
が
（
筆
者
も
『
U
30
』
掲
載
の
拙
論
で
す
で

に
触
れ
て
い
る
）、
例
え
ば
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
著

名
な
視
覚
文
化
史
学
者
は
か
ね
て
か
ら
、
古
典
主
義

時
代
に
お
け
る
光
学
装
置
「
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
�

ラcam
era obscura

」
の
発
明
に
始
ま
り
、
写
真

や
映
画
な
ど
の
一
九
世
紀
半
ば
の
複
製
技
術
（
と
そ

れ
ら
に
裏
打
ち
さ
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
絵
画
）
の
登
場

ま
で
の
流
れ
に
象
徴
さ
れ
る
、
一
般
的
な
近
代
西
欧

の
「
視
の
モ
�
ド
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
連
続
性
）
を

鮮
や
か
に
相
対
化
し
、
む
し
ろ
そ
の
間
の
一
八
二
〇

年
代
前
後
に
現
れ
た
あ
る
特
異
な
視
覚
／
表
象
モ
デ

渡
邉
大
輔

Watana Daisuke
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ル
と
そ
れ
に
よ
る
近
代
的
知
覚
の
変
容
に
注
目
し
て

い
る
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
そ
の
特
異
な
視
覚

／
表
象
モ
デ
ル
と
は
、
残
像
効
果
（
仮
現
運
動
）
に

関
す
る
科
学
的
研
究
が
活
発
化
し
始
め
る
当
時
の

ヨ
�
ロ
�
パ
で
発
明
さ
れ
た
「
ス
テ
レ
オ
ス
コ
�
プ

Stereoscope

」
と
呼
ば
れ
る
原
初
的
な
光
学
装
置

の
持
つ
構
造
に
仮
託
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
物
理
学
者
チ
�
�
ル
ズ
・
ホ
�
�

ト
ス
ト
�
ン
ら
が
発
明
し
た
一
種
の
「
立
体
鏡
」
で

あ
り
、
微
妙
に
異
な
�
た
視
点
か
ら
捉
え
た
二
つ
の

同
じ
対
象
を
左
右
の
眼
で
別
々
に
覗
く
こ
と
に
よ
�

て
立
体
感
を
伴
�
た
映
像
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き

る
装
置
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
ス
テ
レ
オ
ス
コ
�
プ

的
な
視
覚
モ
デ
ル
、
あ
る
い
は
視
覚
的
主
体
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス

キ
�
ラ
と
は
、
文
字
通
り
密
閉
し
た
「
暗

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ユ
ラ

い
箱
」

の
内
部
に
入
る
と
、
一
方
の
壁
に
開
け
た
小
さ
な
穴

か
ら
入
�
た
光
線
が
、
反
対
側
の
壁
面
に
、
そ
の
壁

の
外
部
の
風
景
を
倒
立
し
た
形
で
映
し
出
す
の
が

見
え
る
と
い
う
仕
組
み
の
装
置
で
あ
り
、
主
に
ル
ネ

サ
ン
ス
期
の
ヨ
�
ロ
�
パ
美
術
で
遠
近
法
（
一
点
透

視
図
法
）
の
確
立
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
名
称
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
の
写
真

や
映
画
装
置
（
キ
�
メ
ラ
）
の
直
接
的
な
ル
�
ツ
で

あ
る
と
長
ら
く
看
做
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
か
つ
て

エ
ル
ヴ
�
ン
・
パ
ノ
フ
ス
キ
�
が
『〈
象シ

ン
ボ
ル徴

形
式
〉
と

し
て
の
遠
近
法
』
で
定
式
化
し
た
よ
う
に
、
そ
う
し

た
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
�
ラ
が
実
現
さ
せ
た
遠
近
法

は
、
き
わ
め
て
人
工
的
か
つ
幾
何
学
的
な
作
図
の
も

と
に
、
世
界
を
人
間
の
知
覚
様
態
（
眼
の
生
理
学
的

構
造
な
ど
）
を
一
切
介
さ
な
い
、
観
念
的
な
主
客
関

係
の
う
ち
に
截
然
と
区
分
け
し
て
把
握
す
る
も
の
で

あ
�
て
、
そ
う
し
た
世
界
観
（
認
識
論
）
は
、
独
り

美
術
の
世
界
を
離
れ
て
、
広
く
近
代
西
欧
の
基
本
的

な
世
界
了
解
（
デ
カ
ル
ト
的
二
元
論
）
そ
の
も
の
に

も
深
い
影
響
を
与
え
続
け
た
の
で
あ
�
た
★
1
。
端

的
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
ク
レ
�
リ
�
に
よ
る
と
、

先
の
ス
テ
レ
オ
ス
コ
�
プ
と
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
�
ラ
が
孕
ん
で
い
た
オ
�
ソ
ド

�
ク
ス
な
デ
カ
ル
ト
的
認
識
論
を
鮮
や
か
に
転
倒
さ

せ
る
モ
デ
ル
を
一
九
世
紀
の
ヨ
�
ロ
�
パ
に
提
出
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
、
筆
者

の
考
え
る
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
と
同
じ
く
、
感
覚
的
・

生
理
的
な
身
体
作
用
を
イ
ン
ス
ト
�
ル
さ
れ
た
視
覚

シ
ス
テ
ム
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も

（
ジ
�
デ
�
ス
・
バ
ト
ラ
�
の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
に

か
こ
つ
け
て
い
え
ば
）
や
は
り
「
問
題
な
の
は
身
体

0

0

0

0

0

0

0

Bodies that m
atter

」
な
の
だ
。

ク
レ
�
リ
�
は
主
著
『
観
察
者
の
系
譜
』
や
そ

の
周
辺
の
論
文
に
お
い
て
、
バ
�
ク
リ
の
『
視
覚
新

論
』（
一
七
三
三
年
）
か
ら
ゲ
�
テ
の
『
色
彩
論
』（
一

八
一
〇
年
）
ま
で
、
一
七
〜
一
八
世
紀
に
現
れ
た
視
覚

モ
デ
ル
が
、
つ
ね
に
「
触
覚
性
」
を
め
ぐ
る
問
い
と

関
わ
�
て
い
た
こ
と
に
読
者
の
注
意
を
促
し
な
が
ら
、

ス
テ
レ
オ
ス
コ
�
プ
、
あ
る
い
は
当
時
の
独
特
の
視

★
1　

例
え
ば
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
『
人
間
知
性

論
』
第
一
巻
、
大
槻
春
彦
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九

七
二
年
、
二
三
三
〜
二
三
四
頁
な
ど
を
参
照
。

http://goo.gl/NPkzN
http://goo.gl/NPkzN
http://goo.gl/BNkGe
http://goo.gl/BNkGe
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覚
モ
デ
ル
の
内
実
を
以
下
の
よ
う
に
敷
衍
し
て
い
る
。

少
々
長
く
な
る
が
、
重
要
な
箇
所
な
の
で
引
用
し
よ
う
。

﹇
ス
テ
レ
オ
ス
コ
�
プ
的
視
覚
と
は
﹈
主
観
的
視
覚

―

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
�
ラ
の
非
身
体
的
な

諸
関
係
か
ら
引
き
剝
が
さ
れ
、
人
間
の
身
体
の
な

0

0

0

0

0

0

0

か
に
再
配
置
さ
れ
た
視
覚

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0―
だ
�
た
。
そ
れ
は

一
七
、
八
世
紀
の
幾
何
学
的
光
学
か
ら
、
一
九
世

紀
の
生
理
学
的
光
学
（
視
覚
を
め
ぐ
る
一
九
世
紀

の
科
学
的
及
び
哲
学
的
議
論
を
支
配
し
た
知
で
あ

る
）
へ
の
移
行
に
よ
�
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
変
動
で
あ
る
。
★
2

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
�
ラ
は
、
科
学
者
に
と
�

て
も
芸
術
家
に
と
�
て
も
、
経
験
主
義
者
に
と
�

て
も
合
理
主
義
者
に
と
�
て
も
、
何
よ
り
も
ま
ず

客
観
的
真
理
に
近
づ
く
こ
と
を
保
証
す
る
装
置
で

あ
�
た
。﹇
中
略
﹈

カ
メ
ラ
の
孔
は
、
数
学
的
に
規
定
さ
れ
る
一
点

に
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一
点
か
ら
世

界
は
論
理
的
に
演
繹
さ
れ
、
表
象
さ
れ
る
。﹇
中

略
﹈
身
体
に
左
右
さ
れ
る
ほ
か
な
い
感
覚
的
証
拠

は
拒
否
さ
れ
、
こ
の
単
眼
用
の
機
械
的
装
置
に
よ

�
て
作
り
出
さ
れ
た
表
象
こ
そ
が
、
疑
う
余
地
な

く
正
し
い
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。﹇
中
略
﹈

そ
の
主
体
は
、
外
部
と
の
生
き
生
き
し
た
関
係

か
ら
す
べ
て
切
り
離
さ
れ
た
、
私
的
な
単
独
的
意

識
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。﹇
中
略
﹈

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
一
九
世
紀
前
半
、
突
如
と

し
て
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
崩
れ
去
り
、
人
間
的
視

覚
と
い
う
ま
�
た
く
異
な
る
モ
デ
ル
に
取
�
て
代

わ
ら
れ
た
。
こ
の
転
換
に
お
い
て
、
視
覚
を
め
ぐ

る
言
説
と
実
践
の
な
か
に
、「
人
間
の
身
体
」
と

い
う
新
し
い
用
語
が
導
入
さ
れ
た
。﹇
中
略
﹈

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
�
ラ
が
前
提
と
し
て
い

た
内
部
と
外
部
と
の
区
別
が
崩
壊
し
始
め
た
。
ひ

と
た
び
視
覚
の
対
象
が
身
体
と
共
通
の
拡
が
り
を

持
つ
こ
と
に
な
れ
ば
、
視
覚
は
単
一
の
内
在
平
面

の
上
で
構
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

外
部
と
内
部
と
い
う
二
極
配
置
は
消
滅
す
る
。
そ

し
て
主
観
的
視
覚
は
、
身
体
の
な
か
で
展
開
す
る

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
時
間
化
さ
れ
る
。
こ
う

し
て
、
知
覚
と
対
象
と
が
直
接
的
に
対
応
す
る
と

い
う
考
え
は
揺
ら
ぎ
、
一
八
二
〇
年
代
に
は
、
自

律
的
な
視
覚
の
モ
デ
ル
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。★

3

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
�
ラ
を
規
範
と
す
る
視
覚
の

伝
統
的
な
「
近
代
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
理
解

と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
視
覚
＝
光
景sight

の
自
律
化
」

★
2　

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ク
レ
ー
リ
ー
『
観
察
者
の

系
譜　
視
覚
空
間
の
変
容
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
』
遠
藤

知
己
訳
、
以
文
社
、
二
〇
〇
五
年
、
三
六
〜
四
〇

頁
、
傍
点
及
び
﹇　

﹈
内
引
用
者
。

★
3　

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ク
レ
ー
リ
ー
「
近
代
化

す
る
視
覚
」、
ハ
ル
・
フ
ォ
ス
タ
ー
編
『
視
覚
論
』

榑
沼
範
久
訳
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
五
二

〜
五
八
頁
、﹇　

﹈
内
引
用
者
。
ま
た
、
映
画
に

お
け
る
「
触
覚
性
」
の
問
題
を
先
駆
的
に
提
起
し

た
記
念
碑
的
文
献
と
し
て
以
下
を
参
照
。
ヴ
ァ
ル

タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
作

品
（
第
二
稿
）」（
久
保
哲
司
訳
）、
浅
井
健
二
郎

編
訳
『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ　

近
代

の
意
味
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
五
年
、
五

八
五
〜
六
四
〇
頁
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
ク
レ
ー
リ
ー

に
共
通
す
る
映
像
に
お
け
る
「
触
覚
性
」
と
「
慣

習
」
の
問
題
系
に
つ
い
て
は
改
め
て
詳
述
し
た

い
。

http://goo.gl/esb2W
http://goo.gl/53wwz
http://goo.gl/53wwz
http://goo.gl/qr8oz
http://goo.gl/esb2W
http://goo.gl/qr8oz
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（
ク
レ
�
リ
�
）
と
し
て
要
約
さ
れ
る
よ
う
な
、「
視

覚
か
ら
の
触
覚
の
切
り
離
し
」（
諸
感
覚
の
分
離
）
と

し
て
定
式
化
で
き
る
も
の
だ
�
た
。
デ
カ
ル
ト
的
認

識
論
を
は
じ
め
と
し
、
そ
れ
は
、
主
客
の
二
元
論
を

截
然
と
区
別
し
、
視
覚
＝
主
観
（
眼
）
は
諸
々
の
外

部
的
な
リ
フ
�
レ
ン
ス
（
身
体
の
系
）
か
ら
は
�
き

り
と
隔
離
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
方
の
ス
テ
レ
オ

ス
コ
�
プ
的
な
視
覚
モ
デ
ル
は
、
む
し
ろ
「
身
体
の

な
か
で
展
開
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
」
に
再
配
置
さ
れ
、

ひ
と
の
眼
は
「
触
知
性
の
な
か
で
受
肉
し
た
指
示
関

係
の
ネ
�
ト
ワ
�
ク
」
の
中
に
こ
そ
組
み
入
れ
ら
れ

て
い
く
。
こ
う
し
た
ス
テ
レ
オ
ス
コ
�
プ
的
な
視
覚

モ
デ
ル
を
宿
し
た
主
体
像
に
つ
い
て
、
ク
レ
�
リ
�

は
、
一
般
的
な
意
味
で
使
わ
れ
る
「
観
客spectator

」

と
区
別
し
て
「
観
察
者observer

」
と
い
う
独
自
の

用
語
を
付
与
す
る
の
だ
が
、
曰
く
、「
一
八
二
〇
年
代

お
よ
び
三
〇
年
代
に
開
始
さ
れ
る
の
は
観
察
者
の
位

置
変
更
で
あ
り
、
そ
の
と
き
彼
は
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス

キ
�
ラ
に
よ
�
て
前
提
さ
れ
て
い
た
内
部
／
外
部
の

固
定
し
た
関
係
の
領
域
か
ら
引
き
離
さ
れ
、
内
的
感

覚
と
外
的
記
号
と
の
あ
い
だ
の
区
分
が
も
は
や
後
戻

り
不
能
な
ま
で
に
曖
昧
に
な
る
よ
う
な
、
境
界
線
な

き
領
域
へ
と
投
げ
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
」
★
4
。

何
に
せ
よ
、
以
上
の
よ
う
な
一
九
世
紀
初
頭
の
「
ス

テ
レ
オ
ス
コ
�
プ
的
」
な
「
観
察
者
」
の
表
象
シ
ス

テ
ム
や
視
覚
モ
デ
ル
が
、
こ
れ
ま
で
に
描
い
て
き
た

本
論
が
映
像
圏
的
環
境
と
呼
ぶ
も
の
と
限
り
な
く
近

い
こ
と
は
い
ま
さ
ら
断
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
こ

こ
で
ク
レ
�
リ
�
が
「
境
界
線
な
き
領
域
」
と
記
す

位
相
空
間
こ
そ
、
例
え
ば
、
デ
リ
ダ
＝
ス
テ
�
グ
レ

�
ル
や
バ
ル
ト
が
思
い
描
い
た
「
現
＝
潜
勢
的
」
な

領
域
や
「
ユ
�
ト
ピ
�
」
だ
と
看
做
す
こ
と
が
で
き

る
し
、
そ
れ
は
何
度
で
も
繰
り
返
す
よ
う
に
観
客
身

体
（
観
察
者
）
の
「
触
知
性
」（
知
覚
の
生
理
的
偏

差
）
の
介
在
に
よ
�
て
初
め
て
可
能
と
な
る
場
な
の

だ
★
5
。
事
実
、
ク
レ
�
リ
�
は
、
こ
う
し
た
一
九

世
紀
の
観
察
者
モ
デ
ル
を
め
ぐ
る
議
論
を
、「
コ
ン

ピ
�
�
タ
操
作
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
構
成
、
合
成
ホ
ロ

グ
ラ
フ
�
�
、
飛
行
シ
ミ
�
レ
�
シ
�
ン
」
…
…
な

ど
な
ど
と
い
�
た
現
代
の
最
新
の
映
像
環
境
と
の
類

比
に
お
い
て
も
捉
え
て
い
た
★
6
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
ク
レ
�
リ
�
の
議
論
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
、
映

像
圏
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
問
題
系
を
、
ピ
エ
�
ル
・

ド
・
シ
�
ル
ダ
ン
か
ら
ス
�
ラ
に
い
た
る
近
代
西
洋

絵
画
史
の
問
題
へ
と
繫
げ
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
よ

り
広
い
近
代
西
欧
的
な
認
識
論
モ
デ
ル
に
対
す
る
根

★
4　

前
掲
『
観
察
者
の
系
譜
』、
四
七
頁
。

★
5　

ち
な
み
に
、
ク
レ
ー
リ
ー
自
身
は
、
ス
テ

レ
オ
ス
コ
ー
プ
＝
観
察
者
モ
デ
ル
の
内
実
を
、
ミ

シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
「
経
験
的
＝
超
越
論
的

二
重
体
」（『
言
葉
と
物
』）
や
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＆
ガ

タ
リ
の
「
リ
ー
マ
ン
空
間
」（『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』）

な
ど
と
並
べ
て
い
た
。

★
6　

例
え
ば
、
以
下
の
記
述
な
ど
は
、
筆
者
が

擬
似
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
ニ
コ
ニ
コ
動
画
に

つ
い
て
述
べ
て
い
て
も
少
し
も
不
思
議
で
は
な

い
。「
わ
ず
か
こ
こ
十
年
ば
か
り
の
あ
い
だ
に
生

じ
た
大
規
模
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

技
術
の
急
速
な
発
展
は
、
観
察
す
る
主
体
と
表
象

の
様
態
と
の
関
係
に
生
じ
た
広
範
な
変
容
過
程
の

一
部
分
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
変

容
は
『
観
察
者
』
や
『
表
象
』
と
い
っ
た
術
語
が

も
っ
て
い
た
、
文
化
的
に
確
立
し
た
意
味
の
大
部

分
を
、
事
実
上
無
効
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
Ｃ

Ｇ
合
成
さ
れ
た
大
量
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
式
化
と
散

布
は
、
仮
想
的
に
構
成
さ
れ
た
視
覚
『
空
間
』
が

遍
在
的
に
根
付
く
と
い
う
事
態
の
到
来
を
予
告
す

る
も
の
な
の
で
あ
り
、
か
か
る
人
工
的
空
間
は
、

映
画
、
写
真
、
テ
レ
ビ
な
ど
が
有
す
る
ミ
メ
ー
シ

ス
能
力
と
は
根
本
的
に
異
な
る
も
の
だ
」、
前
掲

『
観
察
者
の
系
譜
』、
一
三
頁
。

http://goo.gl/SiWll
http://goo.gl/0uhov
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本
的
批
判
と
し
て
も
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
★
7
。
ま
た
、
よ
り
詳
し
く
見
る
な
ら
、
ク
レ
�

リ
�
が
ス
テ
レ
オ
ス
コ
�
プ
的
視
覚
モ
デ
ル
を
「
言

葉
の
も
�
と
も
厳
密
な
意
味
に
お
い
て
猥
褻

0

0

な
も
の

を
（obscene

〔ob-scene
、
す
な
わ
ち
情
景
（scene

）

に
逆
ら
う
も
の
、
情
景
と
し
て
眼
に
で
き
な
い
も
の
〕）

孕
ん
で
い
た
」★
8
と
す
る
よ
う
に
、
も
し
か
す
る
と
、

そ
こ
に
は
現
在
の
Ａ
Ｖ
に
も
通
じ
る
よ
う
な
タ
イ
プ

の
表
象
も
認
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
（
事
実
、

ス
テ
レ
オ
ス
コ
�
プ
は
、
後
に
マ
�
ク
ス
・
エ
ル
ン

ス
ト
な
ど
の
性
的
モ
テ
�
�
フ
を
扱
う
シ
�
�
ル
レ

ア
リ
ス
ト
に
も
注
目
さ
れ
た
）。
あ
る
い
は
、
ジ
�
�

ム
ズ
・
キ
�
メ
ロ
ン
監
督
の
『
ア
バ
タ
�
』Avatar

（
〇
九
年
）
以
降
、
世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
「
第

三
次
３
Ｄ
映
画
ブ
�
ム
」（
立
体
視
モ
デ
ル
）
も
ま
た
、

そ
の
起
源
は
ス
テ
レ
オ
ス
コ
�
プ
・
モ
デ
ル
に
あ

る
★
9
。
何
に
せ
よ
、
前
回
で
論
じ
て
き
た
デ
�
ジ

タ
ル
・
ゲ
�
ム
か
ら
「
神
聖
か
ま
�
て
ち
�
ん
」、
そ

し
て
、
Ａ
Ｖ
と
い
�
た
現
代
の
、
あ
る
タ
イ
プ
の
「
身

体
性
」
を
表
現
の
主
要
な
糧
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ン
テ
ン
ツ
は
、
揃
�
て
以
上
の
よ
う
な
ク
レ
�
リ
�

が
注
目
し
た
一
九
世
紀
前
半
の
オ
ル
タ
ナ
テ
�
ヴ
な

視
覚
／
表
象
モ
デ
ル
の
伝
統
に
立
脚
し
て
い
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。＊

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
中
の
映
像
圏

さ
て
、
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
に
二
回
に
わ
た

�
て
扱
�
て
き
た
映
像
を
め
ぐ
る
身
体
的
・
生
理
的

な
反
応
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
問
い
は
、
例
え
ば
、
よ

り
最
近
の
観
客
研
究
で
流
行
し
て
い
る
キ
�
ワ
�
ド

で
補
塡
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
情
動affect

」―
喜
怒
哀
楽
と
い
�
た
「
感
情em

otion

」
か
ら
シ
�

�
ト
の
目
ま
ぐ
る
し
さ
と
い
�
た
「
感
じfeeling

」、

そ
し
て
、
条
件
反
射
、
発
汗
と
い
�
た
自
律
神
経
系

統
の
身
体
作
用
ま
で
を
も
含
む―

の
問
題
系
に
連

な
る
も
の
だ
ろ
う
★
10
。
そ
れ
で
改
め
て
考
え
れ
ば
、

そ
も
そ
も
本
論
の
基
本
的
な
テ
�
マ
は
、
ソ
�
シ
�

ル
・
ネ
�
ト
ワ
�
ク
化
が
進
ん
だ
現
代
の
映
像
／
映

画
文
化
の
孕
む
内
実
を「
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
」
と

「
情
動
」
と
い
う
主
に
二
つ
の
相
か
ら
（
お
お
ま
か

に
で
は
あ
れ
）
根
本
的
に
探
究
し
直
す
こ
と
に
あ
�

★
7　

な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
、
映
画
史
を
離
れ

て
い
え
ば
、
ク
レ
ー
リ
ー
が
注
目
す
る
こ
の
一

八
二
〇
〜
三
〇
年
代
と
い
う
時
期
は
、
周
知
の

よ
う
に
、
一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
カ
メ

ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
を
元
に
写
真
機
が
開
発
さ
れ

た
時
期
に
も
あ
た
る
。
そ
の
点
で
い
う
と
、
近

年
、
盛
ん
に
近
代
写
真
史
言
説
の
脱
構
築
を
企
て

て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
写
真
史
家
ジ
ェ
フ

リ
ー
・
バ
ッ
チ
ェ
ン
も
ま
た
、
一
九
世
紀
初
頭
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
通
し
て
い
た
一
般
的
な
「
風
景

＝
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
を
め
ぐ
る
美
学
的
言
説

で
あ
る
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
な
ど
が
、
風
景
の

表
象
＝
再
現
性
を
め
ぐ
っ
て
矛
盾
に
も
満
ち
た
実

に
複
雑
な
「
差
延
」（
デ
リ
ダ
）
を
抱
え
込
ん
で

お
り
、
同
時
期
に
そ
れ
ま
で
の
哲
学
的
・
科
学
的

な
視
覚
理
論
を
大
き
く
変
容
さ
せ
た
過
程
を
ヴ
ィ

ヴ
ィ
ッ
ド
に
跡
づ
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
登

場
し
た
コ
ロ
ー
や
タ
ー
ナ
ー
、
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
ら

バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
に
通
じ
る
当
時
の
風
景
画
家
た
ち

の
素
描
ス
タ
イ
ル
な
ど
は
、
私
見
で
は
ス
テ
レ
オ

ス
コ
ー
プ
的
な
身
体
性
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ッ
チ
ェ
ン
『
写

真
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』
前
川
修
他
訳
、
青
弓

社
、
二
〇
一
〇
年
を
参
照
。

★
8　
「
一
九
世
紀
が
進
む
に
つ
れ
、
ス
テ
レ
オ

ス
コ
ー
プ
が
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
、
あ
る
い
は
ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
写
真
像
と
ま
す
ま
す
同
義
に

な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
偶
然
で
も
何
で
も
な
い
。

ホ
ィ
ー
ト
ス
ト
ー
ン
が
当
初
か
ら
追
求
し
て
い
た

触
感
性
と
い
う
効
果
自
体
が
、
眼
に
よ
る
所
有
の

大
衆
的
形
態
へ
と
、
即
座
に
転
換
し
て
い
っ
た
わ

け
だ
」、
本
文
引
用
箇
所
と
も
に
、
前
掲
『
観
察

者
の
系
譜
』、
一
八
九
頁
。

★
9　

例
え
ば
、
渡
辺
昌
宏
・
深
野
暁
雄
『
3
D

の
時
代
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
二
頁
を
参

照
。

http://goo.gl/KpsGV
http://goo.gl/KpsGV
http://goo.gl/boF9x
http://goo.gl/boF9x
http://movies.foxjapan.com/avatar/


6

た
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
自
己
準
拠
的
か

つ
現
前
的
な
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
と
、
ア
ト
ラ
ク

テ
�
ヴ
な
情
動
性
（
身
体
性
）
に
よ
�
て
形
成
さ
れ

る
記
号
的
リ
ア
リ
テ
�
が
日
常
を
覆
い
尽
く
す
世
界
を

「
映
像
圏
」
と
呼
ん
で
お
い
た
わ
け
だ
★
11
。
そ
れ

を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
映
画

の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
に
転
生
す
る
チ
�
ン
ス
を
つ
ね

に
抱
え
て
い
る
状
況
」
＝
映
像
圏
の
中
で
、
私
た
ち

が
何
ら
か
の
「
文
化
的
」
な
テ
ク
ス
ト
を
生
み
出
す

／
見
出
す
際
の
美
学
的
規
範
や
あ
る
種
の
「
合
理
化
」

の
手
続
き
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
試
み
た
本
論

で
は
、
こ
こ
ま
で
主
に
従
来
の
映
画
批
評
や
映
画
論

で
は
ま
�
た
く
と
い
�
て
よ
い
ほ
ど
扱
わ
れ
て
い
な

い
文
脈
や
コ
ン
テ
ン
ツ
に
あ
え
て
照
準
を
合
わ
せ
て
、

そ
れ
ら
の
文
化
論
上
の
意
義
を
考
え
て
き
た
。

と
は
い
え
、
も
は
や
そ
う
し
た
映
像
圏
的
な
問

題
系
の
文
脈
や
重
要
性
は
、
筆
者
な
り
に
あ
る
程
度

読
者
に
は
伝
え
き
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

だ
か
ら
今
度
は
改
め
て
、
そ
う
し
た
映
画
史
／
視
覚

文
化
史
の
黎
明
期
と
現
代
が
前
景
化
さ
せ
て
い
る
映

像
圏
シ
ス
テ
ム
の
様
相
を
、
翻
�
て
既
存
の
映
画
史

の
先
行
事
例
に
、
具
体
的
な
作
品
分
析
も
絡
め
て
求

め
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
（
と
い
う
の
も
、
本
論
で

は
比
較
的
「
作
品
分
析
」
の
ア
プ
ロ
�
チ
が
不
足
し

て
い
た
た
め
だ
）。
そ
こ
で
筆
者
が
今
回
選
択
し
た
の

は
、（
こ
れ
も
ま
た
月
並
み
だ
が
）
一
九
四
〇
年
代
後

半
を
絶
頂
期
と
す
る
戦
中
戦
後
の
一
時
期
に
主
に
ア

メ
リ
カ
映
画
で
流
行
し
て
い
た
「
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ

�
ルfilm

 noir

」
と
呼
ば
れ
る
奇
妙
な
犯
罪
メ
ロ
ド

ラ
マ
（
心
理
的
ス
リ
ラ
�
）
の
作
品
群
で
あ
る
。
こ

の
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
に
つ
い
て
再
考
す
る
こ
と

で
、
ハ
リ
ウ
�
ド
映
画
史
に
お
け
る
映
像
圏
の
問
題

を
考
え
て
み
た
い
。

★
10　

情
動
」
を
め
ぐ
る
関
連
文
献
は
す
で
に

多
数
存
在
す
る
。
例
え
ば
以
下
を
参
照
。B

rian 

M
assum

i, P
arables for the V

irtual: 

M
ovem

ent, A
ffect, Sensation, D

uke 

U
niversity Press, 2002, N

oël C
arrol, 

T
h

e P
h

ilosop
h

y of M
otion

 P
ictu

res, 

B
alckw

ell, 2008. 

藤
木
秀
朗
「『
ザ
・
コ
ー

ヴ
』
と
情
動
の
文
化―

序
に
代
え
て
」、

『JunC
ture　

超
域
的
日
本
文
化
研
究
』
第
二

号
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
一
四
〜
二
三

頁
。
ま
た
、
周
知
の
通
り
、
こ
の
関
連
で
、
ド
ゥ

ル
ー
ズ
の
『
シ
ネ
マ
１
』
に
お
け
る
「
感
情
イ

メ
ー
ジ
」
な
ど
の
問
題
に
も
留
意
す
る
べ
き
だ
ろ

う
。

★
11　

し
た
が
っ
て
、
評
論
業
界
の
話
題
に
少
し

目
配
せ
を
し
て
お
け
ば
、
筆
者
が
こ
こ
で
描
き
つ

つ
あ
る
映
像
圏
な
る
文
化
的
世
界
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
例
え
ば
、
評
論
家
の
宇
野
常
寛
が
近
著
『
リ

ト
ル
・
ピ
ー
プ
ル
の
時
代
』
幻
冬
舎
、
二
〇
一
一

年
で
提
唱
し
た
九
五
年
以
降
の
時
代
＝
「
リ
ト

ル
・
ピ
ー
プ
ル
の
時
代
」
の
原
理
で
あ
る
と
い

う
「〈
拡
張
現
実
〉」
と
い
う
概
念
と
も
近
い
と
い

え
よ
う
。
そ
こ
で
彼
が
そ
の
拡
張
現
実
的
想
像
力

を
、
オ
タ
ク
系
文
化
に
お
け
る
「
聖
地
巡
礼
」
な

ど
を
事
例
に
し
つ
つ
、
現
代
の
「
貨
幣
と
情
報
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
海
）

が
形
成
し
た
「〈
い
ま
、
こ
こ
〉―

こ
の
現
実

の
生
活
世
界
の
内
部
を
掘
り
下
げ
て
、
そ
し
て
多

重
化
す
る
こ
と
で
そ
の
姿
を
現
す
」「
ハ
ッ
キ
ン

グ
」
の
想
像
力
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、

筆
者
が
本
論
第
二
回
で
提
示
し
た
映
像
圏
の
「
現

＝
潜
勢
性
」
な
ど
の
特
徴
と
も
重
な
る
も
の
だ
。

そ
も
そ
も
拡
張
現
実
（
Ａ
Ｒ
）
と
い
う
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
じ
た
い
を
、
第
三
回
で
も
扱
っ
て
い
る
し
、

私
見
か
ら
は
、
同
書
は
文
化
批
評
と
し
て
は
凡
庸

な
も
の
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
、
同
書

刊
行
後
のtw

itter

で
の
好
意
的
反
応
を
見
て
み

れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
宇
野
の
「
拡
張
現
実
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
じ
た
い
は
、
現
代
の
有
力
な
若

手
批
評
家
た
ち
の
扱
う
コ
ン
セ
プ
ト
群―
例

え
ば
、
福
嶋
亮
大
の
「
偽
史
的
想
像
力
」
や
、
千

葉
雅
也
の
専
攻
す
る
ド
ゥ
ル
ー
ズ
哲
学
、
あ
る

い
は
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
マ
ラ
ブ
ー
の
「
予
見
＝
不
測

voir venir

」（『
ヘ
ー
ゲ
ル
の
未
来
』）
な
ど
と

も
お
そ
ら
く
き
わ
め
て
近
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
意
味
で
こ
の
宇
野
の
（
そ
し
て
、
筆
者
の
）
見

解
は
凡
庸
な
ほ
ど
「
正
し
い
」
の
で
は
な
い
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
拡
張
現
実
が
宇
野
の
い
う
よ

う
に
仮
に
「
震
災
後
の
想
像
力
」
な
の
だ
と
す

れ
ば
、
そ
の
ハ
ー
ド
コ
ア
が
、
以
上
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
に
現
状
、
集
約
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
は
、
筆

者
自
身
の
仕
事
を
鑑
み
て
も
確
か
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。

http://goo.gl/MsR1Z
http://goo.gl/rZfLz
http://goo.gl/rZfLz
http://goo.gl/wTVFZ
http://goo.gl/ecuiG
http://goo.gl/ecuiG
http://goo.gl/0UwZM
http://goo.gl/x8JDU
http://goo.gl/x8JDU
http://www.bungaku.net/wasebun/read/pdf/watanabe_daisuke02.pdf
http://www.bungaku.net/wasebun/read/pdf/watanabe_daisuke03.pdf
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あ
る
八
ミ
リ
映
画
か
ら

と
あ
る
ハ
リ
ウ
�
ド
製
フ
�
ル
ム
が
眼
の
前
で
物

語
の
終
わ
り
を
告
げ
る
。
シ
ネ
マ
ス
コ
�
プ
の
広
い

横
長
画
面
が
静
か
に
フ
�
�
ド
・
ア
ウ
ト
し
、
主
題

歌
と
ス
タ
�
フ
ロ
�
ル
が
現
わ
れ
始
め
る
と
、
少
々

気
の
早
い
観
客
た
ち
は
暗
が
り
の
中
で
そ
そ
く
さ
と

席
を
立
ち
、
帰
宅
の
途
に
つ
き
出
し
て
ゆ
く
。
だ
が
、

そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
ス
ク
リ
�
ン
を
注
視
し
て
い
る

と
、
膨
大
な
ス
タ
�
フ
ロ
�
ル
が
流
れ
る
画
面
右
半

分
の
隣
に
白
い
矩
形
の
光
が
輝
き
、
さ
さ
や
か
に
一

つ
の
短
編
映
画
が
突
如
と
し
て
幕
を
開
け
る
。
映
画

の
本
編
を
観
て
い
た
観
客
た
ち
は
、
す
ぐ
に
そ
れ
が

劇
中
で
主
人
公
の
少
年
少
女
た
ち
が
仲
間
内
の
遊
び

で
撮
�
て
い
た
自
主
製
作
八
ミ
リ
映
画
の
完
成
版
だ

と
気
づ
く
だ
ろ
う
。
そ
の
八
ミ
リ
独
特
の
肌
理
の
粗

い
、
多
少
赤
み
が
か
�
た
カ
ラ
�
映
像
に
写
さ
れ
て

い
る
の
は
、
彼
ら
自
身
が
自
作
自
演
し
た
一
種
の
ゾ

ン
ビ
映
画
で
あ
る
。
主
人
公
の
私
立
探
偵
が
ゾ
ン
ビ

と
化
し
た
男
と
戦
い
、
ま
た
彼
の
愛
す
る
妻
さ
え
も

が
ゾ
ン
ビ
と
な
り
、
自
宅
で
不
意
に
後
ろ
か
ら
襲
わ

れ
そ
う
に
な
る
寸
前
、
以
前
、
科
学
者
か
ら
手
渡
さ

れ
て
い
た
解
毒
剤
を
注
射
し
て
間
一
髪
、
危
機
を
逃

れ
る
ま
で
を
描
い
た
こ
の
い
か
に
も
「
Ｂ
級
的
」
な

小
品
は
、
物
語
の
終
了
後
、
科
学
者
を
自
作
自
演
し
、

そ
の
立
派
な
肥
満
体
か
ら
ヒ
�
チ
コ
�
ク
を
想
起
さ

せ
ず
に
は
い
な
い
監
督
の
少
年
が
、
や
は
り
と
い
う

べ
き
か
、
当
の
「
ス
リ
ラ
�
の
巨
匠
」
よ
ろ
し
く
背

広
姿
で
深
々
と
座
椅
子
の
ソ
フ
�
に
も
た
れ
な
が
ら

鷹
揚
に
自
作
解
説
す
る
姿
が
イ
ン
サ
�
ト
さ
れ
、
と

次
の
瞬
間
、
画
面
左
か
ら
映
画
の
物
語
世
界
を
飛
び

出
し
て
き
た
よ
う
に
、
再
び
ゾ
ン
ビ
と
化
し
た
妻
役

の
少
女
が
フ
レ
�
ム
イ
ン
し
て
監
督
を
襲
い
、
さ
ら

に
キ
�
メ
ラ
に
向
か
�
て
飛
び
か
か
�
て
き
た
青
白

い
顔
の
ア
�
プ
で
よ
う
や
く
終
わ
る
…
…
。

以
上
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
夏
、
巷
で
も

こ
と
の
ほ
か
評
判
が
よ
か
�
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
�
ク
な

Ｓ
Ｆ
映
画
『
Ｓス

�

パ

�

エ

イ

ト

Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
８
』Super 8

（
一
一
年
）

の
終
幕
部
分
で
あ
る
。
ス
テ
�
�
ヴ
ン
・
ス
ピ
ル
バ

�
グ
が
製
作
に
加
わ
り
、
監
督
の
Ｊ
・
Ｊ
・
エ
イ
ブ

ラ
ム
ス
が
ほ
と
ん
ど
あ
か
ら
さ
ま
に
前
者
の
『
未

知
と
の
遭
遇
』C

lose Encounters of the Th
ird Kind
（
七
七
年
）
な
ど
の
作
品
に
郷
愁
と
オ
マ
�
ジ
�
を
捧

げ
て
い
る
こ
の
フ
�
ル
ム
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
通
り

「
ス
�
パ
�
８
㎜
フ
�
ル
ム
」
に
よ
る
子
ど
も
た
ち

の
映
画
作
り
の
エ
ピ
ソ
�
ド
と
、
ス
ピ
ル
バ
�
グ
＝

エ
イ
ブ
ラ
ム
ス
の
現
代
ハ
リ
ウ
�
ド
史
的
な
「
映
画

作
り
」（
撮
影
所
シ
ス
テ
ム
崩
壊
後
の
「
映
画
オ
タ
ク

film
 brats

」
の
台
頭
）
の
文
脈
と
が
相
俟
�
て
、
こ

の
監
督
ら
し
い
叙
情
的
で
露
悪
的
な
「
メ
タ
映
画
」

の
様
相
を
内
容
・
形
式
の
両
面
で
避
け
難
く
帯
び
始

め
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ひ
と
ま
ず
無
視
し
て
お
こ

う
。
重
要
な
の
は
、
や
は
り
第
一
に
、
こ
の
添
え
物

的
に
最
後
に
イ
ン
サ
�
ト
さ
れ
る
劇
中
八
ミ
リ
映
画

が
、
五
〇
年
代
ユ
ニ
ヴ
�
�
サ
ル
・
ホ
ラ
�
や
七
〇

年
代
ゾ
ン
ビ
映
画
な
ど
と
同
様
、
主
人
公
役
の
少
年

SUPER 8

（公式サイトで見る）

http://youtu.be/dMAob02Ro6I
http://www.super8-movie.jp/
http://www.super8-movie.jp/
http://youtu.be/dMAob02Ro6I
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が
ハ
ン
フ
リ
�
・
ボ
ガ
�
ト
ば
り
の
ク
リ
�
ム
色
の

ト
レ
ン
チ
・
コ
�
ト
に
帽
子
を
目
深
に
被
�
た
私
立

探
偵
と
し
て
現
れ
る
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
、

ま
ご
う
こ
と
な
く
四
〇
年
代
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル

の
記
憶
が
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
第

二
に
、
そ
れ
を
撮
�
た
監
督
エ
イ
ブ
ラ
ム
ス
が
、
本

作
を
当
初
、
あ
の
『
ク
ロ
�
バ
�
フ
�
�
ル
ド
／
Ｈ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ
』C

loverfield

（
〇
八
年
）
の
「
続

編
」
と
し
て
構
想
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
８
』
は
、
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
的

イ
メ
�
ジ
と
映
像
圏
的
イ
メ
�
ジ
が
思
わ
ぬ
形
で
そ

の
見
過
ご
し
難
い
親
し
さ
を
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど
の

雄
弁
さ
で
提
示
す
る
稀
有
な
フ
�
ル
ム
と
し
て
記
憶

さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
。
で
は
、
そ
の
親
し
さ
と
は
一
体
、

ど
こ
に
あ
る
と
い
う
の
か
★
12
。

フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
と
は
何
か

ま
ず
、
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
と
は
何
か
。
実
は
、

そ
の
呼
称
（
カ
テ
ゴ
リ
�
）
の
定
義
こ
そ
が
根
本
的

に
曖
昧
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
教
科
書
的
に
要
約
し

て
お
こ
う
★
13
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
暗
黒
／
陰

惨
なnoir

映
画
」
を
意
味
す
る
映
画
は
、
お
よ
そ
一

九
四
〇
年
代
初
頭
か
ら
五
〇
年
代
の
末
期
に
か
け
て

ハ
リ
ウ
�
ド
で
製
作
さ
れ
て
い
た
共
通
の
傾
向
（
テ

ン
デ
ン
シ
�
）
を
備
え
る
一
連
の
犯
罪
ス
リ
ラ
�
で

あ
る
。
そ
の
特
徴
を
ざ
�
と
挙
げ
る
な
ら
ば
、
演
出

や
映
像
の
ス
タ
イ
ル
で
は
、
戦
前
の
ド
イ
ツ
表
現
主

義
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
極
端
な
キ
ア
ロ
ス
キ
�
�
ロ

（
明
暗
表
現
）、
フ
�
ル
・
ラ
イ
ト
や
レ
フ
板
を
ほ
と

ん
ど
用
い
な
い
ロ
�
・
キ
�
・
ラ
イ
テ
�
ン
グ
、
大

胆
な
キ
�
メ
ラ
・
ア
ン
グ
ル
、
ボ
イ
ス
・
オ
�
ヴ
�

�
や
一
人
称
ナ
レ
�
シ
�
ン
に
よ
る
フ
ラ
�
シ
�
・

バ
�
ク
（
回
想
シ
�
ン
）
の
多
用
と
そ
れ
に
よ
る
ナ

ラ
テ
�
ヴ
の
複
雑
化
・
曖
昧
化
、
そ
し
て
、
後
年
で

は
イ
タ
リ
ア
ン
・
ネ
オ
・
レ
ア
リ
ズ
モ
由
来
の
「
セ

ミ
・
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
」
の
手
法
の
導
入
。
ま
た
、

モ
テ
�
�
フ
の
面
で
は
、
マ
�
カ
�
シ
ズ
ム
（
赤
狩

り
）
や
冷
戦
を
は
じ
め
と
す
る
戦
後
ア
メ
リ
カ
大
衆

社
会
の
混
迷
や
、
そ
の
作
り
手
の
多
く
が
ナ
チ
ズ

ム
の
迫
害
を
逃
れ
て
き
た
ヨ
�
ロ
�
パ
の
亡
命
映
画

人
で
あ
�
た
こ
と
を
背
景
と
す
る
、
人
間
や
社
会
に

対
す
る
倫
理
道
徳
・
規
範
が
揺
ら
ぐ
徹
底
し
た
悲
観

主
義
や
シ
ニ
シ
ズ
ム
、
破
滅
願
望
の
前
景
化
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
時
代
の
ハ
�
ド
ボ
イ
ル
ド
探
偵
小
説
を

多
く
原
作
と
し
て
採
用
し
、
主
人
公
の
男
性
（
タ
フ

ガ
イ
）
が
性
的
魅
惑
を
湛
え
た
い
わ
ゆ
る
「
フ
�

ム
・
フ
�
タ
�
ル
」（
運
命
の
女
）
に
翻
弄
さ
れ
自

★
12　

今
年
（
二
〇
一
一
年
）
七
月
に
は
、
ア

メ
リ
カ
の
ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
・
ゲ
ー
ム
ズ
社
か
ら

フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
『
L
・
A
・
ノ
ワ
ー

ル
』L.A

. N
oire

（
一
一
年
）
も
リ
リ
ー
ス
さ
れ

て
い
る
。
ち
な
み
に
本
作
は
、
作
中
で
フ
リ
ッ

ツ
・
ラ
ン
グ
な
ど
著
名
な
巨
匠
の
フ
ィ
ル
ム
・
ノ

ワ
ー
ル
の
名
シ
ー
ン
を
多
数
引
用
し
て
お
り
、
発

売
後
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
シ
ネ
フ
ィ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ど
で
も
評
判
を
呼
ん
で
い
る
。

★
13　

フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
の
定
義
と
歴
史

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
加
藤
幹

郎
『
映
画
ジ
ャ
ン
ル
論　
ハ
リ
ウ
ッ
ド
的
快
楽
の

ス
タ
イ
ル
』
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
、
遠
山
純
生

編
『
Ｅ
／
Ｍ
ブ
ッ
ク
ス
⑥　
フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー

ル
の
光
と
影
』
エ
ス
ク
ァ
イ
ア
マ
ガ
ジ
ン
ジ
ャ
パ

ン
、
一
九
九
九
年
、
山
田
宏
一
『
新
編　
美
女
と

犯
罪
』
ワ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
中
村
秀
之

『
映
像
／
言
説
の
文
化
社
会
学　

フ
ィ
ル
ム
・
ノ

ワ
ー
ル
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三

年
、
吉
田
広
明
『
Ｂ
級
ノ
ワ
ー
ル
論　
ハ
リ
ウ
ッ

ド
転
換
期
の
巨
匠
た
ち
』
作
品
社
、
二
〇
〇
八

年
。

http://www.rockstargames.com/lanoire/ja_jp/
http://www.rockstargames.com/lanoire/ja_jp/
http://goo.gl/sk1mM
http://goo.gl/yZsfA
http://goo.gl/dCL8u
http://goo.gl/yZsfA
http://goo.gl/KNQdB
http://goo.gl/KNQdB
http://goo.gl/1pTQK
http://goo.gl/1pTQK
http://goo.gl/sk1mM
http://www.cloverfieldmovie.com/
http://www.cloverfieldmovie.com/
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滅
・
零
落
す
る
と
い
う
パ
タ
�
ン
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
だ
ろ
う
★
14
。

何
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
大
な
り
小
な
り

持
�
て
い
た
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
作
品
群
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
古
典
的
ハ
リ
ウ
�
ド
映

画
や
撮
影
所
シ
ス
テ
ム
が
堅
牢
に
築
き
上
げ
て
い
た

諸
々
の
表
象
シ
ス
テ
ム
や
制
度―
ス
リ
�
・
ポ
イ

ン
ト
・
ラ
イ
テ
�
ン
グ
や
人
間
の
眼
の
高
さ
に
セ
�

ト
さ
れ
た
キ
�
メ
ラ
位
置
に
象
徴
さ
れ
る
客
観
的
で

明
朗
な
ミ
ザ
ン
セ
ン
、
リ
ニ
ア
で
簡
潔
的
確
な
ス

ト
�
リ
�
テ
リ
ン
グ
、
い
わ
ゆ
る
「
ヘ
イ
ズ
・
コ
�

ド
」
の
検
閲
規
制
に
則
�
た
道
徳
的
な
物
語
と
ハ
�

ピ
�
・
エ
ン
デ
�
ン
グ
…
…―

に
真
�
向
か
ら
対

立
す
る
問
題
作
で
あ
り
、
代
表
作
の
多
く
は
超
低
予

算
・
早
撮
り
・
二
流
ス
タ
�
出
演
の
「
Ｂ
級
映
画B 

m
ovie

」
と
し
て
ハ
リ
ウ
�
ド
の
傍
流
（
俗
に
「
貧

窮
通Poverty row

」
と
呼
ば
れ
た
独
立
系
群
小
プ

ロ
）
で
撮
ら
れ
た
。
だ
が―

あ
る
い
は
そ
れ
ゆ
え

に
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
、
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル

は
、
本
論
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
映
画
史
の
観

点
か
ら
眺
め
て
も
、
ア
メ
リ
カ
映
画
史
に
お
け
る
空

前
絶
後
の
表
象
的
・
説
話
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を

も
た
ら
し
た
の
で
あ
り
、の
み
な
ら
ず
映
画
史
全
体
の

「
現
代
」（
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
？
）
の
始
ま
り
を
告
げ
た

と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
も
し
仮
に
映
画
の
名
に
お

い
て
映
像
圏
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
お
そ
ら
く
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
に
立
ち
戻
る
こ

と
を
意
味
す
る
の
だ
。

古
典
か
ら
遠
く
離
れ
て

そ
の
歴
史
的
意
義
を
、
映
像
圏
的
文
脈
と
照
ら
し

合
わ
せ
る
形
で
も
う
少
し
仔
細
に
辿
ろ
う
。
そ
も
そ

も
重
要
な
の
は
、
こ
の
新
し
い
犯
罪
映
画
の
ス
タ
イ

ル
が
生
み
出
さ
れ
、
ま
た
批
評
的
（
言
説
的
）
に
見

出
さ
れ
て
い
�
た
の
は
、
ハ
リ
ウ
�
ド
が
産
業
・
表

象
制
度
の
諸
相
に
お
い
て
確
立
さ
せ
た
「
黄
金
時
代
」

（
古
典
期
）
の
シ
ス
テ
ム
を
ほ
ぼ
絶
頂
に
ま
で
行
き

渡
ら
せ
る
と
同
時
に
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
背
後
で
大

き
く
変
容
さ
せ
始
め
る
端
境
期
に
当
た
�
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
連
載
第
三
回
で
も
そ
の
概
略
を

触
れ
た
こ
と
だ
が
、
当
時
の
ハ
リ
ウ
�
ド
の
映
画
産

業
は
、
メ
ジ
�
�
系
の
ス
タ
ジ
オ
が
フ
�
ル
ム
の
製

作
・
配
給
・
興
行
の
流
れ
を
一
挙
に
統
括
す
る
「
ブ

ロ
�
ク
・
ブ
�
キ
ン
グ
」（
垂
直
統
合
）
と
呼
ば
れ
る

製
作
シ
ス
テ
ム
が
幅
を
利
か
せ
、
同
時
に
、
そ
こ
で

作
ら
れ
る
フ
�
ル
ム
の
説
話
の
反
社
会
的
な
逸
脱
を

規
制
す
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
�
ン
・
コ
�
ド
（
ヘ
イ
ズ
・

コ
�
ド
）
が
映
画
の
「
古
典
的
シ
ス
テ
ム
」
を
強
固

に
保
証
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
古
典
的
シ
ス
テ
ム
が
絶
頂

期
に
い
た
る
一
九
三
八
年
、
メ
ジ
�
�
系
の
一
つ
、
パ

ラ
マ
ウ
ン
ト
が
独
占
禁
止
法
違
反
で
起
訴
さ
れ
る

と
い
う
名
高
い
「
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
訴
訟
」
が
始
ま

★
14　

こ
う
し
た
フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
に
お

け
る
倫
理
性
＝
象
徴
秩
序
の
動
揺
や
、
フ
ァ
ム
・

フ
ァ
タ
ー
ル
の
よ
う
な
「
無
気
味
な
も
の
の
回

帰
」
の
主
題
の
背
景
に
は
、
例
え
ば
、
ヒ
ッ
チ

コ
ッ
ク
が
『
白
い
恐
怖
』Spellbound

（
四
五

年
）
で
典
型
的
に
描
い
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
社

会
へ
の
精
神
分
析
の
本
格
的
な
紹
介
と
そ
の
「
大

衆
化
」（
通
俗
化
）
も
深
く
関
係
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
ラ
カ
ン
派
思
想
家

ス
ラ
ヴ
ォ
イ
・
ジ
ジ
ェ
ク
が
ノ
ワ
ー
ル
に
度
々
言

及
す
る
の
は
少
し
も
不
自
然
で
は
な
い
。

http://youtu.be/eZP2lIrWvk0
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り
、
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
挟
ん
で
、
四
八

年
、
つ
い
に
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
＝
ス
タ
ジ
オ
側
の
敗
訴

に
終
わ
る
。
こ
れ
に
よ
�
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
ハ
リ
ウ
�
ド
は
五
〇
年
代
以
降
、
テ
レ
ビ
や
郊

外
文
化
の
普
及
と
も
相
俟
�
て
、
雪
崩
を
打
つ
よ
う

に
そ
の
「
黄
金
時
代
」
の
資
産
（
撮
影
所
シ
ス
テ
ム

や
ヘ
イ
ズ
・
コ
�
ド
）
を
軒
並
み
弱
体
化
さ
せ
て
い

く
の
だ
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
果
て
に
現
れ
た

の
が
、
現
代
映
画
と
映
像
圏
だ
と
い
う
の
が
本
論
の

立
場
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ハ
リ
ウ
�
ド
史
の
流
れ
に
あ
�
て
、
か

た
や
「
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
」
と
は
、
近
年
、
社

会
学
者
の
中
村
秀
之
が
そ
の
精
緻
き
わ
ま
る
言
説
分

析
研
究
で
示
し
た
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
中
に
作
ら

れ
て
い
た
一
群
の
特
異
な
ア
メ
リ
カ
製
犯
罪
メ
ロ
ド

ラ
マ
が
、
戦
後
の
一
九
四
六
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
一
斉

に
公
開
さ
れ
た
際
に
、一
種
の
驚
き
と
と
も
に
事
後
的

0

0

0

（
遡
行
的
）
に
ラ
ベ
リ
ン
グ
さ
れ
た
言
説
的
な
カ
テ

ゴ
リ
�
で
あ
る
★
15
。
そ
し
て
、
そ
の
呼
称
が
同
国

の
映
画
批
評
家
に
よ
�
て
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
が
、

同
じ
四
六
年
、
そ
の
呼
称
に
関
す
る
最
初
の
古
典
的

モ
ノ
グ
ラ
フ
が
出
版
さ
れ
た
の
が
五
五
年
だ
。
こ
の

経
緯
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル

と
呼
ば
れ
る
フ
�
ル
ム
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
言
説
双
方

の
誕
生
は
、
い
わ
ゆ
る
古
典
的
ハ
リ
ウ
�
ド
の
崩
壊

（
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
訴
訟
の
終
焉
）
と
正
確
に
軌
を
一

に
し
て
い
る
と
い
�
て
よ
い
。

実
際
、
四
六
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
公
開
さ
れ
、
最
初

に
「
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
」
と
名
指
さ
れ
た
四
本

の
フ
�
ル
ム
の
う
ち
の
一
本
、
フ
リ
�
ツ
・
ラ
ン
グ

監
督
の
『
飾
窓
の
女
』Th

e W
om

an in the W
indow

（
四
四
年
）
に
は
、
主
人
公
の
大
学
教
授
の
犯
し
た
殺

人
を
伝
え
る
ニ
�
�
ス
・
フ
�
ル
ム
と
そ
れ
を
観
る

映
画
館
の
観
客
を
写
し
た
シ
�
ク
エ
ン
ス
が
入
れ
子

状
に
挿
入
さ
れ
る
の
を
は
じ
め
、
よ
く
い
わ
れ
る
よ

う
に
、
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
の
諸
作
品
に
は
、「（
ハ

リ
ウ
�
ド
）
映
画
」
に
関
す
る
自
意
識
（
形
式
化
の

所
作
）
が
あ
か
ら
さ
ま
に
露
呈
し
て
い
る
。
ノ
ワ
�

ル
末
期
の
『
復
讐
は
俺
に
任
せ
ろ
』T

he Big H
eat

（
五
三
年
）
に
い
た
る
ラ
ン
グ
の
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ

�
ル
は
、
と
り
わ
け
大
小
の
矩
形
の
額
縁
や
肖
像
画
、

写
真
立
て
、
鏡
面
を
画
面
の
そ
こ
こ
こ
に
配
し
て
い

る
し
、
そ
の
特
徴
的
な
セ
ノ
グ
ラ
フ
�
に
お
い
て
同

様
の
印
象
を
強
め
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
飾
窓
の

女
』
で
肖
像
画
に
描
か
れ
た
美
女
（
＝
ス
ク
リ
�
ン
）

に
魅
了
さ
れ
る
中
年
教
授
（
＝
映
画
の
観
客
）
と
い

う
隠
喩
的
関
係
を
描
い
た
ラ
ン
グ
以
外
に
も
、
同
じ

く
肖
像
画
に
描
か
れ
た
女
性
が
ま
る
で
額
縁
か
ら

抜
け
出
て
き
た
よ
う
に
主
人
公
の
前
に
現
れ
る
『
ロ

�
ラ
殺
人
事
件
』Laura

（
四
四
年
）
の
オ
�
ト
�
・

プ
レ
ミ
ン
ジ
�
�
に
せ
よ
、
ま
た
、
ジ
�
�
ン
・
グ

リ
ア
演
じ
る
妖
艶
な
フ
�
ム
・
フ
�
タ
�
ル
と
ロ
バ

★
15　

前
掲
『
映
像
／
言
説
の
文
化
社
会
学
』
参

照
。
し
た
が
っ
て
、同
書
で
中
村
が
い
う
よ
う
に
、

「
フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
」
と
は
、
そ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
規
則
そ
の
も
の
を
個
々
の
具
体
的
作
品

と
周
辺
の
言
説
が
自
己
言
及
的
＝
再
帰
的―

Ｊ
・
Ｌ
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
ふ
う
に
い
え
ば
「
行
為

遂
行
的perform

ative

」
に
形
成
し
て
い
く
よ

う
な
「
ジ
ャ
ン
ル
」、
つ
ま
り
は
、「
メ
タ
ジ
ャ
ン

ル
」
の
よ
う
な
も
の
と
看
做
し
て
構
わ
な
い
だ
ろ

う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
第
四
回
で
示
し

た
「
言
語
ゲ
ー
ム
」
に
も
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

規
則
を
再
帰
的
に
、
ま
た
散
漫
に
増
や
し
て
い
け

る
寛
容
な
メ
タ
ジ
ャ
ン
ル
＝
言
語
ゲ
ー
ム
と
し
て

の
フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
。
そ
の
意
味
で
も
、フ
ィ

ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
は
優
れ
て
映
像
圏
的
存
在
で
あ

る
。

http://youtu.be/aiNn7Egmkis
http://www.bungaku.net/wasebun/read/pdf/watanabe_daisuke04A.pdf
http://youtu.be/63O8CquyJhI
http://youtu.be/44KmtnTl-n4
http://youtu.be/aiNn7Egmkis


11

�
ト
・
ミ
�
チ
�
ム
演
じ
る
主
人
公
が
初
め
て
遭
遇

す
る
、
メ
キ
シ
コ
の
カ
フ
�
の
通
り
の
向
か
い
側
に

「
映
画
館
」
を
さ
り
げ
な
く
配
置
さ
せ
た
ノ
ワ
�
ル

の
古
典
『
過
去
か
ら
逃
れ
て
』O

ut of the Past

（
四

七
年
）
の
ジ
�
�
ク
・
タ
�
ナ
�
に
せ
よ
、
ノ
ワ
�

ル
作
家
に
お
け
る
あ
る
種
の
「
メ
タ
映
画
的
」
な
手

つ
き
は
、
ま
さ
に
崩
れ
つ
つ
あ
る
古
典
的
ハ
リ
ウ
�

ド
に
対
す
る
明
瞭
な
目
配
せ
以
外
で
は
な
い
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
「
メ
タ
映
画
性
」
と
他
メ

デ
�
ア
と
の
ハ
イ
ブ
リ
�
ド
を
最
も
象
徴
的
に
行
�

た
の
が
ほ
か
な
ら
ぬ
オ
�
ソ
ン
・
ウ
�
ル
ズ
だ
�
た

の
だ
が
、
そ
れ
は
、
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
の
「
終

焉
」
を
告
げ
た
と
も
い
わ
れ
る
傑
作
『
黒
い
罠
』

Touch of Evil

（
五
八
年
）
の
中
で
、
古
典
的

0

0

0

な
大
女

優
マ
レ
�
ネ
・
デ
�
�
ト
リ
�
ヒ
演
じ
る
酒
場
の
女

主
人
に
「
私
は
テ
レ
ビ
も
持
�
て
い
る
」
と
呟
か
せ
、

か
た
や
新
時
代
の
女
優
ジ
�
ネ
�
ト
・
リ
�
に
「
あ

な
た
は
ギ
�
ン
グ
映
画
の
見
過
ぎ
だ
わ
」
と
ま
く
し

立
て
さ
せ
た
こ
と
に
如
実
に
反
映
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
の
『
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
８
』
の

示
す
「
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
性
」
と
「
メ
タ
映
画

性
」
の
隣
り
合
わ
せ
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
の
だ
。

フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
の

「
擬
似
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
性
」

さ
て
、
こ
う
し
た
時
代
的
文
脈
と
同
じ
く
ら
い
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
、
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
の
諸
々
の
表
象
上
の

画
期
性
・
特
異
性
だ
ろ
う
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
こ

れ
に
関
し
て
、
さ
し
あ
た
り
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
連

載
第
一
回
で
い
さ
さ
か
詳
細
に
検
討
し
て
お
い
た
映

像
圏
シ
ス
テ
ム
を
象
徴
す
る
よ
う
な
現
代
映
画
の
表

現
ス
タ
イ
ル―

「
擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
的
」

な
表
象
空
間
と
の
近
さ
で
あ
る
。
確
認
し
て
お
け
ば
、

擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
と
は
、
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ

�
映
像
の
ク
リ
シ
�
的
手
法
を
巧
み
に
摸
し
た
フ
�

ク
シ
�
ン
映
画
の
こ
と
で
あ
�
た
。
そ
の
際
に
、
そ

の
映
像
の
「
リ
ア
リ
テ
�
」
を
生
み
出
し
て
い
る
主

な
特
色
（「
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
�
ぽ
い
」
ク
リ
シ

�
）
と
は
、
撮
影
機
材
の
モ
バ
イ
ル
化
が
可
能
に
し

た
き
め
細
か
く
揺
れ
る
映
像
で
あ
�
た
り
、い
わ
ゆ
る

「
Ｐ
Ｏ
Ｖ
シ
�
�
ト
」（
主
観
シ
�
�
ト
）
の
効
果
的

使
用
に
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
い
う
な
ら
ば
、
実
は
フ
�
ル

ム
・
ノ
ワ
�
ル
が
当
時
の
ア
メ
リ
カ
映
画
で
初
め
て

実
現
し
た
の
も
、
あ
る
種
の
「
擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ

リ
�
的
」
な
感
性―
第
一
に
、
観
客
の
「
情
動
」

に
訴
え
る
よ
う
な
、
映
像
そ
の
も
の
の
「
主
観
化
」

（
内
省
化
）
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
の
「
ド
キ
�
メ

ン
タ
リ
�
化
」
で
あ
�
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
後
者
か
ら
考
え
よ
う
。
例
え
ば
、
後
に
ヌ

�
ヴ
�
ル
・
ヴ
�
�
グ
の
旗
手
の
一
人
と
し
て
活
躍

す
る
ク
ロ
�
ド
・
シ
�
ブ
ロ
ル
は
、
現
在
、
フ
�
ル

ム
・
ノ
ワ
�
ル
批
評
の
古
典
的
テ
ク
ス
ト
と
看
做
さ

れ
て
い
る
五
五
年
の
あ
る
文
章
（「
犯
罪
映
画
の
進

化
」）
に
お
い
て
、
こ
の
新
し
い
犯
罪
メ
ロ
ド
ラ
マ
の

持
つ
本
質
的
特
徴
の
一
つ
を
、「
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�

的
な
撮
影
」
に
見
出
し
て
い
る
と
い
う
。
実
際
、
と

り
わ
け
四
〇
年
代
後
半
以
降
の
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�

ル
で
は
、
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
起
こ
�

た
事
件
を
題
材
に
、
そ
の
実
際
の
現
場
で
関
係
者
を

出
演
さ
せ
た
「
セ
ミ
・
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
的
」
な

http://youtu.be/kbXv64Yye5g
http://youtu.be/Q5euXhcWjZI
http://youtu.be/Q5euXhcWjZI
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手
法
が
広
く
流
行
し
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
い
う
ま

で
も
な
く
、
一
方
で
、
マ
�
カ
�
シ
ズ
ム
を
背
景
と

し
た
ハ
リ
ウ
�
ド
内
部
で
の
社
会
的
（
左
翼
的
）
な

関
心
の
高
ま
り
や
ネ
オ
・
レ
ア
リ
ズ
モ
映
画
の
影
響

が
あ
り
、
ま
た
他
方
で
は
、
第
二
次
大
戦
中
の
技
術

開
発
が
実
現
し
た
撮
影
機
材
の
少
量
化
と
、
高
感
度

フ
�
ル
ム
や
高
感
度
レ
ン
ズ
の
登
場
が
あ
�
た
。
こ

う
し
た
種
々
の
要
因
が
、
簡
便
で
コ
ミ
�
ニ
カ
テ
�

ヴ
な
ロ
ケ
�
シ
�
ン
撮
影
に
よ
る
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ

�
的
ノ
ワ
�
ル
を
可
能
に
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
他

面
で
、
い
さ
さ
か
逆
説
的
に
も
、
映
像
そ
の
も
の
の

持
つ
「
真
実
性
」（
客
観
性
）
に
対
す
る
拭
い
難
い
不

信
、
つ
ま
り
は
、
そ
の
「
主
観
化
」
の
流
れ
と
も
ぴ

た
り
と
相
即
し
て
い
た
の
で
あ
る
★
16
。

イ
メ
ー
ジ
の
「
主
観
化
／
内
向
化
」

と
は
い
え
断
�
て
お
け
ば
、
実
は
こ
れ
は
独
り

フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
だ
け
の
問
題
で
も
な
か
�
た
。

ア
メ
リ
カ
文
化
史
の
研
究
者
ロ
バ
�
ト
・
ス
ク
ラ
�

や
女
性
解
放
運
動
家
の
バ
�
バ
ラ
・
デ
ミ
ン
グ
ら
す

で
に
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
そ

も
そ
も
一
九
四
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
映
画
の
表
象
空

間
じ
た
い
が
、
映
像
の
「
主
観
化
」「
内
向
化
」
の
獲

得
を
大
き
な
特
徴
と
し
て
い
た
の
だ
★
17
。
例
え
ば
、

そ
の
「
主
観
化
」
の
極
北
が
、
全
編
主
人
公
の
Ｐ
Ｏ

Ｖ
シ
�
�
ト
の
み
で
撮
ら
れ
た
異
様
な
ノ
ワ
�
ル
も

の
で
あ
る
ロ
バ
�
ト
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
�
監
督
『
湖
中

の
女
』Lady in the Lake

（
四
六
年
）
★
18
だ
と
い
え

る
。
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
傾
向
が
最
も
先

鋭
的
に
示
さ
れ
た
の
が
や
は
り
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�

ル
の
諸
作
品
で
あ
�
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

例
え
ば
、
四
〇
〜
五
〇
年
代
の
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ

�
ル
の
物
語
構
成
で
顕
著
に
見
ら
れ
る
特
徴
に
、
主

人
公
の
回
想
シ
�
ク
エ
ン
ス
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ラ
�

シ
�
・
バ
�
ク
」
と
モ
ノ
ロ
�
グ
が
あ
る
こ
と
は
す

で
に
述
べ
た
。
こ
れ
ら
の
説
話
上
の
特
色
は
、「
陰
鬱

な
犯
罪
事
件
」
と
い
う
ノ
ワ
�
ル
特
有
の
主
題
や
物

語
の
強
い
反
社
会
性
を
「
事
後
的
で
主
観
的

0

0

0

な
視
点
」

と
い
う
括
弧
に
い
�
た
ん
入
れ
る
こ
と
で
構
造
的
に

抑
制
し
、
そ
れ
に
よ
�
て
ヘ
イ
ズ
・
コ
�
ド
の
圧
力

を
緩
和
さ
せ
よ
う
と
い
う
製
作
者
側
の
戦
略
的
意
図

に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
何
に
せ

よ
、
ノ
ワ
�
ル
的
な
表
象
空
間
に
お
い
て
は
、
歪
ん

★
16　

以
下
の
四
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
映
画
の
「
主

観
化
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
年
六
月
に
東
京

大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
、
三
浦
哲

哉
の
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
表
象
文

化
論
コ
ー
ス
の
博
士
論
文
審
査
会
で
の
口
頭
発
表

（「
サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
論
」）
か
ら
大
き
な
示
唆
を

受
け
た
こ
と
を
断
わ
っ
て
お
く
。

★
17　

例
え
ば
、
ロ
バ
ー
ト
・
ス
ク
ラ
ー
『
ア
メ

リ
カ
映
画
の
文
化
史　

映
画
が
つ
く
っ
た
ア
メ

リ
カ
』
鈴
木
主
税
訳
、
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
、

三
二
三
頁
。

★
18　
『
湖
中
の
女
』Lady in the Lake

http://youtu.be/4A
K

D
w
2hw

i5I

★18  Lady in the Lake

（YouTubeで見る）

http://goo.gl/qE1ck
http://goo.gl/qE1ck
http://youtu.be/4AKDw2hwi5I
http://goo.gl/qE1ck
http://youtu.be/Z7hBsoVU68c
http://youtu.be/Z7hBsoVU68c
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だ
構
図
、
ク
ロ
�
ス
ア
�
プ
、
フ
�
�
ド
・
ア
ウ
ト
、

ソ
フ
ト
・
フ
�
�
カ
ス
な
ど
の
技
巧
に
よ
�
て
、
主

人
公
（
視
点
人
物
）
の
意
識
が
混
濁
し
、
前
後
の
視

界
が
溶
解
す
る
さ
ま
が
し
ば
し
ば
象
徴
的
に
表
現
さ

れ
る
。

例
え
ば
、
ウ
�
ル
ズ
を
見
て
み
よ
う
。『
上
海
か

ら
来
た
女
』T

he Lady From
 Shanghai

（
四
八
年
）

の
ク
ラ
イ
マ
�
ク
ス
近
く
の
チ
�
イ
ナ
・
タ
ウ
ン
で

開
催
さ
れ
て
い
る
京
劇
の
劇
場
内
で
、
何
者
か
の
罠

に
よ
�
て
殺
人
犯
の
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
裁
判
所
を

脱
走
し
て
き
た
ウ
�
ル
ズ
演
じ
る
青
年
マ
イ
ケ
ル
は
、

客
席
で
以
前
か
ら
惹
か
れ
あ
�
て
い
た
リ
タ
・
ヘ
イ

ワ
�
ス
演
じ
る
エ
ル
ザ
と
遭
遇
す
る
。
彼
は
、
す
で

に
以
前
彼
女
か
ら
渡
さ
れ
た
薬
を
飲
ん
で
お
り
今
に

も
気
分
が
混
濁
し
そ
う
だ
。
と
、
そ
こ
へ
マ
イ
ケ
ル

を
追
う
警
察
の
一
団
が
観
客
席
の
廊
下
に
入
�
て
く

る
。
エ
ル
ザ
は
マ
イ
ケ
ル
を
き
つ
く
抱
き
し
め
彼
を

警
察
の
眼
か
ら
隠
そ
う
と
す
る
が
、
そ
の
瞬
間
に
マ

イ
ケ
ル
は
エ
ル
ザ
の
身
に
彼
を
陥
れ
た
殺
人
事
件
の

被
害
者
を
撃
�
た
拳
銃
を
見
つ
け
る
。
自
分
を
罠
に

は
め
た
人
物
が
愛
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
（
フ
�
ム
・
フ
�

タ
�
ル
）
だ
�
た
と
そ
こ
で
初
め
て
彼
は
気
づ
く
が
、

次
の
瞬
間
、
薬
に
よ
�
て
人
事
不
省
に
陥
�
た
彼
は

そ
の
場
に
昏
倒
し
て
し
ま
う
。―

以
上
の
一
連
の

シ
�
ク
エ
ン
ス
を
、
監
督
ウ
�
ル
ズ
は
、
ハ
イ
・
キ

�
の
ソ
フ
ト
・
フ
�
�
カ
ス
と
二
人
の
顔
の
極
端
な

ク
ロ
�
ス
ア
�
プ
の
切
り
返
し
、
そ
し
て
、
マ
イ
ケ

ル
の
顔
だ
け
に
強
い
ロ
�
・
キ
�
の
照
明
を
当
て
る

こ
と
に
よ
�
て
、
き
わ
め
て
「
主
観
的
」
で
生
理
的

な
知
覚
の
停
滞
を
巧
み
に
視
覚
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
印
象
は
、本
作
全
体
の
マ
イ
ケ
ル
の
モ
ノ
ロ
�
グ

（
フ
ラ
�
シ
�
バ
�
ク
形
式
）
に
よ
�
て
い
�
そ
う

強
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
い
さ
さ
か
唐
突
な
が
ら
も
、
こ
こ
で
先

ほ
ど
参
照
し
た
ク
レ
�
リ
�
が
、
一
九
世
紀
初
頭
の

ス
テ
レ
オ
ス
コ
�
プ
的
な
視
覚
モ
デ
ル
を
、
あ
る
種

の
身
体
性
（
情
動
性
）
と
密
着
し
た
「
主
観
的
視
覚
」

だ
と
定
式
化
し
て
い
た
こ
と
を
再
び
思
い
起
こ
し
て

お
い
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
行
け
ば
、
こ
の
場

合
の
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
的
表
象
空
間
と
は
、
ま

た
優
れ
て
「
ス
テ
レ
オ
ス
コ
�
プ
的
」
な
そ
れ
と
も

い
い
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
★
19
。

映
像
圏
に
つ
い
て
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
と
ウ
ェ
ル
ズ
が
知
っ

て
い
る
（
こ
と
に
つ
い
て
私
が
知
っ
て
い
る
）
二
、
三
の
事
柄

だ
が
、
古
典
的
ハ
リ
ウ
�
ド
映
画
が
解
体
し
始
め

る
四
〇
年
代
に
お
け
る
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
と
そ
の

「
主
観
化
」
へ
の
傾
斜
、
そ
し
て
、
現
代
の
映
像
圏

シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
こ
こ
ま

で
ま
だ
、
あ
る
二
つ
の
重
要
な
固
有
名
に
つ
い
て
し

�
か
り
と
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
こ
そ
、
フ
�

ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
的
想
像
力
の
実
質
的
起
源
を
形
成

★
19　

ま
た
、
ク
レ
ー
リ
ー
は
別
の
論
文
で

は
、
一
九
世
紀
の
「
主
観
的
視
覚
」
の
確
立

が
、
当
時
の
言
説
状
況
に
「
注
意
」
や
「
気
散

じ
」
と
い
っ
た
新
た
な
問
題
系
（「
知
覚
の
宙
吊

りsuspensions of perception

」
の
問
題
）

を
構
成
し
た
こ
と
を
マ
ネ
の
絵
画
な
ど
を
事
例
に

綿
密
に
検
証
し
て
い
る
。こ
こ
か
ら
類
推
す
れ
ば
、

フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
が
四
〇
年
代
の
ハ
リ
ウ
ッ

ド
映
画
の
視
覚
に
構
成
し
た
新
た
な
問
い
も
、
ク

レ
ー
リ
ー
的
な
「
注
意
」
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る

だ
ろ
う
。
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ク
レ
ー
リ
ー
『
知
覚
の

宙
吊
り　

注
意
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
、
近
代
文
化
』

岡
田
温
司
監
訳
、
大
木
美
智
子
他
訳
、
平
凡
社
、

二
〇
〇
五
年
を
参
照
。

http://goo.gl/AjkJj
http://goo.gl/AjkJj
http://youtu.be/BqhDTHNBi_U
http://youtu.be/BqhDTHNBi_U
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し
、
な
お
か
つ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
古
典
的
映
画
そ

の
も
の
の
最
も
過
激
な
脱
構
築
を
も
行
�
た
二
人
の

特
権
的
な
シ
ネ
ア
ス
ト―

ア
ル
フ
レ
�
ド
・
ヒ
�

チ
コ
�
ク
と
、
す
で
に
何
度
か
そ
の
名
に
触
れ
て
い

る
オ
�
ソ
ン
・
ウ
�
ル
ズ
に
他
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、

こ
の
二
人
の
映
画
作
家
の
共
通
点
に
つ
い
て
、
映
画

研
究
者
の
北
野
圭
介
は
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

「
古
典
的
ハ
リ
ウ
�
ド
映
画
が
完
成
し
た
後
、
人
々

の
ま
な
ざ
し
が
古
典
的
な
映
画
作
り
の
型
に
充
分
に

慣
れ
親
し
ん
で
し
ま
�
て
い
る
の
を
見
越
し
た
上
で
、

あ
え
て
そ
れ
を
意
図
的
に
は
ぐ
ら
か
し
て
い
こ
う
と

い
う
方
向
性
が
、
こ
の
二
人
に
は
み
ら
れ
る
の
で
す
」

★
20
。四

〇
年
代
の
初
め
、
相
次
い
で
ア
メ
リ
カ
映
画
界

に
突
如
と
し
て
現
れ
た
こ
の
二
つ
の
異
形
の
才
能
は
、

い
�
て
み
れ
ば
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ま
で
の
古
典
的
ハ

リ
ウ
�
ド
が
体
現
し
て
い
た
叙
述
の
客
観
性
や
透
明

性
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
り
に
か
か
�
た
。
例
え
ば
、

ヒ
�
チ
コ
�
ク
は
知
ら
れ
る
通
り
、
無
実
の
一
般
人

が
一
方
的
に
巨
大
な
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
逃
走
を

続
け
る
様
子
を
受
動
的
（
主
観
的
）
に
描
く
「
巻
き

込
ま
れ
型
サ
ス
ペ
ン
ス
」
の
物
語
を
執
拗
に
取
り
上

げ
た
。
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
だ
が
、
そ
う
し
た
ヒ
�

チ
コ
�
ク
の
世
界
と
は
、
そ
の
意
味
で
、
何
が
真
実

か
が
最
後
ま
で
（
あ
る
い
は
最
後
に
な
�
て
も
）
分

か
ら
な
い
見
た
目
と
現
実
の
底
が
抜
け
た
空
�
ぽ
の

空
間
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
き
わ
め
て
ノ
ワ
�
ル

的
な
、
さ
ら
に
は
ま
さ
に
映
像
圏
的
な「
不
信
」
を
共

有
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
と
映
像
圏
と
い
う
視
点
か
ら
見
た

場
合
、
よ
り
ラ
デ
�
カ
ル
な
存
在
は
ウ
�
ル
ズ
の
ほ

う
だ
ろ
う
。
ま
ず
こ
の
不
世
出
の
「
ワ
ン
ダ
�
ボ
�

イ
」
は
、
弱
冠
二
六
歳
で
撮
り
あ
げ
た
監
督
デ
ビ
�

�
作
『
市
民
ケ
�
ン
』C

itizen Kane

（
四
一
年
）
以
来
、

そ
の
異
様
な
「
バ
ロ
�
ク
主
義
」
で
映
画
史
を
圧
倒

し
続
け
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
ヒ
�
チ
コ
�
ク
も
ま
た
、

斬
新
な
映
像
テ
ク
ニ
�
ク
の
使
い
手
だ
�
た
が
、
ウ

�
ル
ズ
の
場
合
は
、
極
端
き
わ
ま
り
な
い
ワ
ン
シ
�

ン
・
ワ
ン
シ
�
�
ト
と
移
動
撮
影
、
デ
�
�
プ
・
フ

�
�
カ
ス
、
広
角
シ
�
�
ト
、
ノ
ワ
�
ル
的
キ
ア
ロ

ス
キ
�
�
ロ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
空
間
の
歪
曲
と
拡
張

…
…
と
、
そ
れ
ま
で
の
映
画
史
が
積
み
上
げ
て
き
た

映
像
技
巧
の
数
々
を
ほ
と
ん
ど
実
質
を
欠
い
た
過
激

さ
で
画
面
に
前
景
化
さ
せ
、
前
者
以
上
に
「
映
画
」

と
い
う
制
度
の
自
明
性
・
安
定
性
を
打
ち
砕
く
凶
暴

な
形
式
主
義
者
と
し
て
振
る
舞
�
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
彼
の
形
式
主
義
や
バ
ロ
キ
ズ
ム
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
活
動
の
ご
く
初
期
に
、
現

在
で
は
も
は
や
伝
説
と
な
�
た
一
つ
の
「
擬
似
ド
キ

�
メ
ン
タ
リ
�
」
を
も
早
々
と
作
り
上
げ
て
し
ま
う
。

そ
う
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
に
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
で
放
送

さ
れ
、
全
米
を
パ
ニ
�
ク
に
陥
れ
た
と
い
う
、
マ
�

キ
�
リ
�
劇
団
に
よ
る
ド
ラ
マ
『
火
星
人
襲
来
』
で

あ
る
（
こ
の
年
が
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
訴
訟
の
始
ま
り
の

★
20　

北
野
圭
介
『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
１
０
０
年
史
講

義　
夢
の
工
場
か
ら
夢
の
王
国
へ
』平
凡
社
新
書
、

二
〇
〇
一
年
、
一
二
三
頁
。
ま
た
、
北
野
は
こ
こ

で
四
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
映
画
を
「
自
意
識
の
映

画
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
本
論
に
お
け
る

「
映
像
の
主
観
化
」
と
パ
ラ
レ
ル
な
も
の
だ
ろ
う
。

http://goo.gl/HqRpt
http://goo.gl/HqRpt
http://youtu.be/GuZ6fm5F7bE


15

年
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
た
い
）。
よ
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
こ
こ
で
ウ
�
ル
ズ
は
、
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
�

ル
ズ
の
著
名
な
Ｓ
Ｆ
小
説
を
「
音
楽
ラ
イ
ヴ
番
組
の

中
に
挿
入
さ
れ
た
臨
時
ニ
�
�
ス
」
と
い
う
メ
タ
フ

�
ク
シ
�
ン
的
な
構
成
で
翻
案
し
、
新
世
代
の
コ
ミ

�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
メ
デ
�
ア
（
ラ
ジ
オ
）
と
い
う
フ

レ
�
ム
を
逆
手
に
取
�
て
内
容
の
真
偽
を
意
図
的
に

宙
吊
り
に
さ
せ
て
み
せ
た
。
こ
う
し
た
彼
の
形
式
主
義

（
真
偽
の
宙
吊
り
）
へ
の
強
い
拘
り
は
一
般
に
は
幼

時
か
ら
の
奇
術
好
き
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
う
し
た
評
伝
的
関
心
と
は
ま
た
別
に
、
こ
こ

で
は
や
は
り
そ
れ
が
現
代
の
映
像
圏
的
感
性
に
ま
で

シ
�
ム
レ
ス
に
繫
が
る
も
の
で
あ
る
点
に
こ
そ
注
意

し
た
い
。

そ
も
そ
も
デ
ビ
�
�
作
の
『
市
民
ケ
�
ン
』
か

ら
し
て
、
当
時
の
カ
リ
ス
マ
的
な
新
聞
王
ラ
ン
ド
ル

フ
・
ハ
�
ス
ト
の
半
生
を
露
骨
に
モ
デ
ル
化
し
た
虚

実
皮
膜
の
あ
わ
い
を
描
く
「
実
録
も
の
的
」
な
作
品

と
し
て
作
ら
れ
、
受
容
さ
れ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
だ
ろ
う
（
だ
か
ら
こ
そ
、
公
開
後
は
ハ
�
ス
ト

の
怒
り
を
買
い
、
興
行
的
失
敗
に
追
い
込
ま
れ
た
）。

ウ
�
ル
ズ
の
異
才
ぶ
り
は
、
そ
う
し
た
作
品
の
モ
テ

�
�
フ
を
形
式
的
な
レ
ヴ
�
ル
で
も
き
わ
め
て
巧
妙

に
表
現
し
た
こ
と
に
あ
る
。

早
速
、
本
作
を
そ
の
オ
�
プ
ニ
ン
グ
・
シ
�
ン
か

ら
リ
テ
ラ
ル
に
見
て
み
よ
う
★
21
。「
立
ち
入
り
禁
止
」

と
書
か
れ
た
看
板
が
下
が
る
金
網
を
超
ク
ロ
�
ス
ア

�
プ
と
ソ
フ
ト
・
フ
�
�
カ
ス
で
捉
え
な
が
ら
、
ゆ

�
く
り
と
上
へ
テ
�
ル
ト
し
て
い
く
キ
�
メ
ラ
の
動

き
は
、
も
と
よ
り
通
常
の
古
典
的
ハ
リ
ウ
�
ド
映
画

の
イ
ス
タ
ブ
リ
�
シ
ン
グ
・
シ
�
�
ト
の
規
格
を

外
れ
た
異
質
な
も
の
だ
が
、
そ
の
後
も
、
チ
�
�
ル

ズ
・
ケ
�
ン
の
住
む
巨
大
な
屋
敷
の
概
観
を
写
す
ま

で
、
映
画
の
キ
�
メ
ラ
と
照
明
は
同
様
な
ソ
フ
ト
・

フ
�
�
カ
ス
と
逆
光
、
ロ
�
・
キ
�
を
用
い
て
、
物

語
世
界
の
現
実
感
を
ど
こ
ま
で
も
宙
吊
り
に
し
続
け

る
。続

い
て
、
有
名
な
「
バ
ラ
の
蕾rose bud

」
と
呟

く
ケ
�
ン
の
夢
幻
的
な
死
の
床
の
シ
�
ン
が
来
る
の

だ
が
、
次
の
瞬
間
、
観
客
の
意
識
は
こ
と
ご
と
く
脱

臼
さ
れ
る
。
静
か
な
フ
�
�
ド
・
ア
ウ
ト
の
後
、
突

如
、「
ニ
�
�
ス
・
オ
ン
・
ザ
・
マ
�
チ
！
」
と
い
う

ウ
�
ル
ズ
自
身
の
声
が
高
ら
か
に
響
い
た
か
と
思
う

と
、
画
面
は
、
一
転
し
て
、「
ザ
ナ
ド
�
の
領
主
死
す
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
ニ
�
�
ス
・
フ
�
ル
ム
の
リ
�

ル
に
切
り
替
わ
り
、
本
作
の
主
人
公
の
生
涯
は
ま
さ

に
文
字
通
り
の
「
擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
的
」
に

イ
ン
サ
�
ト
さ
れ
た
フ
�
ル
ム
に
よ
�
て
も
の
の
一

★
21　
『
市
民
ケ
ー
ン
』C

itizen K
ane

http://youtu.be/G
uZ
6fm

5F7bE

★21  Citizen Kane

（YouTubeで見る）

http://youtu.be/GuZ6fm5F7bE
http://youtu.be/GuZ6fm5F7bE
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〇
分
ほ
ど
で
語
り
切
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
の
後
、

物
語
は
、
こ
の
ニ
�
�
ス
・
リ
�
ル
を
発
端
と
し
て

「
バ
ラ
の
蕾
」
と
い
う
ケ
�
ン
が
最
期
に
発
し
た
言

葉
の
真
相
を
探
る
べ
く
、
記
者
に
よ
�
て
取
材
さ
れ

た
複
数
の
人
物
た
ち
の
ケ
�
ン
を
め
ぐ
る
証
言
＝
フ

ラ
�
シ
�
・
バ
�
ク
の
重
な
り
合
い
と
い
う
構
成
を

採
り
、
ま
さ
に
オ
�
プ
ニ
ン
グ
・
シ
�
ク
エ
ン
ス
の

映
像
の
よ
う
な
一
種
の
虚
実
混
淆
し
た
夢
幻
性
の
う

ち
に
展
開
し
て
い
く
。

何
に
せ
よ
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
繰
り
返
す
よ

う
に
、
本
作
の
孕
む
あ
か
ら
さ
ま
に
「
擬
似
ド
キ
�

メ
ン
タ
リ
�
的
」
な
趣
向
と
、
そ
れ
を
裏
打
ち
す
る

ウ
�
ル
ズ
の
映
像
圏
的
感
性
だ
ろ
う
。
つ
け
加
え
て

お
く
と
、
先
ほ
ど
の
ウ
�
ル
ズ
が
挿
入
し
た
『
ニ
�

�
ス
・
オ
ン
・
ザ
・
マ
�
チ
』
と
い
う
架
空
の
フ
�

ル
ム
は
、
実
は
、『
ザ
・
マ
�
チ
・
オ
ブ
・
タ
イ
ム
』

Th
e M

arch of Tim
e

（
三
五
〜
五
一
年
）
と
い
う
当
時

の
有
名
な
ニ
�
�
ス
映
画
シ
リ
�
ズ
の
パ
ロ
デ
�
な

の
だ
が
、
こ
の
シ
リ
�
ズ
を
考
案
し
た
二
〇
世
紀
フ

�
�
ク
ス
の
プ
ロ
デ
�
�
サ
�
、
ル
イ
ス
・
ド
・
ロ

シ
�
モ
ン
ト
こ
そ
、
後
に
あ
の
「
セ
ミ
・
ド
キ
�
メ

ン
タ
リ
�
」
と
い
う
用
語
の
考
案
者
と
な
り
、
四
〇

年
代
後
半
の
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
調
ノ
ワ
�
ル
流
行

の
立
役
者
に
な
�
た
当
の
人
物
で
も
あ
�
た
。
そ
の

意
味
で
、
ウ
�
ル
ズ
の
仕
事
を
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�

ル
と
映
像
圏
の
延
長
上
に
捉
え
る
こ
と
は
文
脈
的
に

も
至
極
正
当
で
あ
る
。
何
に
せ
よ
、『
市
民
ケ
�
ン
』

と
い
う
フ
�
ル
ム
に
し
て
も
、
そ
の
看
過
し
難
い
特

異
性
は
、
映
画
と
し
て
の
リ
ア
リ
テ
�
の
主
要
な
部

分
を
、
ハ
�
ス
ト
と
い
う
当
時
実
在
し
た
著
名
人
を

め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
日
常
的
な
コ
ミ
�
ニ
ケ

�
シ
�
ン
の
濃
淡
に
負
�
て
い
た
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
事
実
、
そ
れ
を
ウ
�
ル
ズ
は
作
中
で
、

ニ
�
�
ス
映
画
、
新
聞
記
事
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
演
説

会
場
…
…
な
ど
な
ど
と
い
�
た
無
数
の
「
コ
ミ
�
ニ

ケ
�
シ
�
ン
」（
メ
デ
�
ア
）
の
交
錯
す
る
ハ
イ
ブ
リ

�
ド
な
プ
ラ
�
ト
フ
�
�
ム
の
上
で
描
き
出
す
こ
と

で
象
徴
的
に
示
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い

て
、
ウ
�
ル
ズ
は
紛
れ
も
な
く
、「
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ

�
ン
」
と
「
情
動
」
を
糧
と
す
る
現
代
の
映
像
圏
的

リ
ア
リ
テ
�
の
先
駆
者
だ
�
た
の
で
あ
り
、
同
時
に
、

当
時
の
映
像
の
「
主
観
化
」（
客
観
性
の
希
釈
化
）
の

浸
透
と
も
深
く
共
振
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
監
督
ウ
�
ル
ズ
は
続
く
『
偉
大

な
る
ア
ン
バ
�
ソ
ン
家
の
人
々
』T

he M
agnificent 

Am
bersons

（
四
二
年
）
も
興
行
的
に
大
敗
し
、
以
後
、

ハ
リ
ウ
�
ド
で
は
大
作
を
撮
る
機
会
を
永
遠
に
奪
わ

れ
、「
呪
わ
れ
た
作
家
」
と
し
て
、
役
者
業
に
身
を
や

つ
し
な
が
ら
群
小
プ
ロ
で
の
Ｂ
級
作
品
、
あ
る
い
は

ヨ
�
ロ
�
パ
で
の
製
作
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
ま
た
、

ヒ
�
チ
コ
�
ク
も
ウ
�
ル
ズ
ほ
ど
の
不
遇
を
か
こ
つ

こ
と
は
な
か
�
た
も
の
の
、
六
〇
年
代
、
フ
ラ
ン
ス

の
ヌ
�
ヴ
�
ル
・
ヴ
�
�
グ
に
よ
�
て
大
々
的
な
再

評
価
を
受
け
る
ま
で
は
、「
一
風
変
わ
�
た
娯
楽
映
画

の
職
人
監
督
」
と
だ
け
看
做
さ
れ
続
け
た
の
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
四
〇
年
代
の
古
典
的
ハ
リ
ウ
�
ド
に

お
い
て
彼
ら
は
つ
い
に
マ
イ
ナ
�
な
地
位
し
か
占
め

え
な
か
�
た
の
だ
が
、
し
か
し
、
例
え
ば
、『
市
民
ケ

�
ン
』
と
、
そ
れ
を
製
作
し
た
Ｒ
Ｋ
Ｏ
ス
タ
ジ
オ
の

敏
腕
プ
ロ
デ
�
�
サ
�
で
あ
る
ヴ
�
ル
・
リ
�
�
ト

ン
の
手
に
な
る
一
連
の
Ｂ
級
ホ
ラ
�
映
画
は
、
確
実

に
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
隆
盛
の
一
つ
の
大
き
な
契

http://youtu.be/OX0b1c_Ud2U
http://youtu.be/OX0b1c_Ud2U
http://youtu.be/OX0b1c_Ud2U
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機
を
形
作
�
た
の
で
あ
る
。

階
層
か
ら
反
響
・
凝
集
へ

―

ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
を
事
例
に

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
フ
�
ル
ム
・
ノ

ワ
�
ル
は
、
四
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
映
画
に
、
映
像
の

存
在
論
的
位
相
に
お
け
る
一
種
の
「
主
観
化
」（
内

向
化
）
の
氾
濫
を
も
た
ら
し
た
★
22
。
そ
れ
は
ヒ
�

チ
コ
�
ク
と
ウ
�
ル
ズ
の
例
で
見
た
よ
う
に
、
主
題

的
に
も
、
安
定
的
な
客
観
性
・
合
理
性
の
崩
壊―

つ
ま
り
は
、「
真
偽
の
曖
昧
化
」「
現
実
と
虚
構
の
混

淆
」
と
い
う
リ
ア
リ
テ
�
を
こ
の
上
な
く
浸
透
さ
せ

た
の
だ
が
、
そ
れ
を
最
後
に
映
画
の
「
セ
ノ
グ
ラ
フ

�
」（
舞
台
設
定
や
配
置
の
仕
方
）
の
問
題
と
し
て
捉

え
返
し
て
み
る
。

結
論
を
簡
潔
に
い
え
ば
、「
主
観
化
／
内
向
化
」

さ
れ
た
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
的
表
象
空
間
の
特
性

と
は
、
筆
者
の
見
る
限
り
、
そ
の
無
数
の
視
聴
覚
イ

メ
�
ジ
の
セ
リ
�
（
系
統
）
の
ア
ト
ラ
ク
テ
�
ヴ
で

無
方
向
的
な
「
反
響
性
」
や
「
凝
集
性
」
と
し
て
形

象
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
ご
く
分
か
り
や

す
い
部
分
で
い
え
ば
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ラ

ン
グ
の
映
画
に
お
け
る
「
矩
形
」
の
セ
リ
�
の
執
拗

な
反
復
性
や
、「
鏡
」
を
用
い
た
対
象
＝
イ
メ
�
ジ
の

無
限
の
増
殖
・
反
響
性
に
あ
る
だ
ろ
う
。
後
者
の
モ

テ
�
�
フ
の
最
も
有
名
な
事
例
が
、
周
知
の
よ
う
に
、

先
の
ウ
�
ル
ズ
の
『
上
海
か
ら
来
た
女
』
の
終
幕
に

お
け
る
名
高
い
「
鏡
の
部
屋
」
の
シ
�
ク
エ
ン
ス
だ

が
★
23
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
映
画
の
中
の
あ
ら
ゆ

る
対
象
を
一
挙
に
係
累
の
な
い
「
シ
ミ
�
ラ
�
ク
ル
」

の
群
れ
と
化
し
、
現
実
／
表
象
の
安
定
的
区
分
を
際

限
な
く
揺
さ
ぶ
り
続
け
る
。
ま
た
同
時
に
、
具
体
的

イ
メ
�
ジ
と
し
て
は
、
映
画
内
世
界
を
薄
い
被
膜
の

重
な
り
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
複
層
化
し
て
み
せ
る

だ
ろ
う
。

何
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
モ
�
ド
は
、
そ
れ
以
前

の
古
典
的
ハ
リ
ウ
�
ド
映
画
の
シ
ネ
ア
ス
ト
が
作

り
上
げ
て
い
た
特
徴
的
な
セ
ノ
グ
ラ
フ
�
と
は
明

ら
か
に
異
質
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ジ
�
ン
・
フ
�
�

ド
。
こ
の
神
話
的
な
巨
匠
の
フ
�
ル
ム
で
は
、
そ

 

★
22　

こ
の
こ
と
を
、
多
少
違
っ
た
視
角
か
ら
敷

衍
し
て
お
こ
う
。
例
え
ば
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー
ル
の
物
語
の
多
く
は
、

レ
イ
モ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
や
ダ
シ
ー
ル
・
ハ

メ
ッ
ト
と
い
っ
た
戦
前
の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
探
偵

小
説
を
原
作
と
し
て
い
る
。
こ
の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
小
説
に
関
し
て
、
自
身
、
本
格
ミ
ス
テ
リ
作
家

で
批
評
家
で
も
あ
る
笠
井
潔
は
、
近
著
の
中
で
、

そ
れ
と
同
時
期
に
本
格
ミ
ス
テ
リ
ジ
ャ
ン
ル
に
登

場
し
た
ク
リ
ス
テ
ィ
『
ア
ク
ロ
イ
ド
殺
し
』（
二
六

年
）
を
代
表
と
す
る
「
叙
述
ト
リ
ッ
ク
も
の
」
と

の
構
造
的
な
近
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
、

内
面
描
写
を
徹
底
し
て
省
く
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド

も
、「
信
用
で
き
な
い
語
り
手
」
に
よ
る
「
レ
テ
ィ

サ
ン
ス
」（
い
い
落
と
し
）
を
駆
使
す
る
叙
述
ト

リ
ッ
ク
小
説
も
、「
完
全
な
内
面
描
写
の
廃
棄
」

と
い
う
点
で
は
表
裏
一
体
だ
。
だ
が
、
そ
れ
は
同

時
に
、叙
述
ト
リ
ッ
ク
に
典
型
的
な
よ
う
に
、翻
っ

て
「
完
全
な
客
観
描
写
の
廃
棄
（
不
信
）」
と
い

う
点
で
は
、
ま
さ
に
映
画
の
Ｐ
Ｏ
Ｖ
シ
ョ
ッ
ト
に

相
当
す
る（「
語
り
手
＝
犯
人
」と「
主
人
公
＝
キ
ャ

メ
ラ
ア
イ
」）。
そ
の
意
味
で
、フ
ィ
ル
ム
・
ノ
ワ
ー

ル
が
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
小
説
に
材
を
仰
ぎ
、ま
た
、

映
像
の
「
主
観
化
」
に
馴
染
み
深
く
も
あ
っ
た
の

は
、
お
そ
ら
く
精
神
史
的
に
無
関
係
で
は
な
い
。

笠
井
潔
『
探
偵
小
説
と
叙
述
ト
リ
ッ
ク　
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
の
梟
は
黄
昏
に
飛
び
た
つ
か
？
』
東
京
創
元

社
、
二
〇
一
一
年
、
一
三
四
頁
以
下
参
照
。

★
23　
『
上
海
か
ら
来
た
女
』

The Lady from
 Shanghai

http://youtu.be/G
05H

0Q
acqQ

M

★23  The Lady from Shanghai

（YouTubeで見る）

http://goo.gl/SRByy
http://goo.gl/yRNms
http://goo.gl/SRByy
http://youtu.be/G05H0QacqQM
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の
初
期
か
ら
一
貫
し
て
空
間
は
、
い
わ
ば
さ
ま
ざ
ま

な
「
ブ
ロ
�
キ
ン
グ
」―

フ
レ
�
ム
内
部
に
お
け

る
人
物
や
セ
�
ト
の
視
軸
上
の
「
縦
」
の
重
な
り
に

よ
�
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
事
実
、
彼
の
西
部
劇
で

頻
繁
に
見
ら
れ
る
の
が
、『
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
の
砦
』

Rio G
rande

（
五
〇
年
）
の
冒
頭
や
『
騎
兵
隊
』T

he 

H
orse Soldiers

（
五
九
年
）
の
ラ
ス
ト
シ
�
ン
で
、
そ

れ
ぞ
れ
長
い
列
の
騎
兵
隊
を
連
れ
て
帰
還
し
、
ま

た
、
長
い
橋
脚
を
爆
破
し
て
走
り
抜
け
る
ジ
�
ン
・

ウ
�
イ
ン
を
捉
え
た
よ
う
な
、
ロ
�
・
ア
ン
グ
ル
か

ら
の
縦
の
構
図
だ
�
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
シ
�

ン
を
フ
�
�
ド
は
、
さ
ら
に
「
扉
の
枠
」
や
「
砦
の

大
き
な
木
製
の
城
門
」
と
い
�
た
矩
形
状
の
物
体
を

し
ば
し
ば
画
面
の
フ
レ
�
ム
と
入
れ
子
状
に
な
る
よ

う
に
配
置
す
る
こ
と
で
そ
の
い
か
に
も
「
映
画
的
」

な
奥
行
き
の
列
な
り
を
演
出
し
て
い
た
。
し
た
が
�

て
、
こ
こ
に
例
え
ば
、『
長
い
灰
色
の
線
』Th

e Long 

G
ray Line

（
五
五
年
）
の
冒
頭
の
青
年
士
官
の
隊
列

姿
や
、『
リ
バ
テ
�
・
バ
ラ
ン
ス
を
射
�
た
男
』T

he 

M
an W

ho Shot Liberty Valance

（
六
二
年
）
の
語
学

授
業
の
シ
�
ク
エ
ン
ス
な
ど
後
期
フ
�
�
ド
に
よ
り

顕
著
に
見
ら
れ
る
、「
並
ぶ
こ
と
」「
列
な
る
こ
と
」

と
い
う
主
題
の
セ
リ
�
と
も
併
せ
て
眺
め
て
み
れ

ば
、
こ
の
古
典
的
監
督
の
フ
�
ル
ム
空
間
に
と
�
て
、

あ
る
種
の
奥
行
き
を
備
え
た
確
固
と
し
た
「
階
層
性

hierarchy

」、
い
い
換
え
れ
ば
、
古
典
的
物
語
シ
ス

テ
ム
の
「
線
状
性
」
を
イ
メ
�
ジ
の
次
元
で
体
現
す

る
よ
う
な
文
字
通
り
「
長
い
線

0

0

0

」（
列
な
り
）
の
形
象

こ
そ
が
、
映
画
的
強
度
を
確
保
す
る
上
で
重
要
だ
�

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
繰
り
返
す
よ
う
に
、
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�

ル
的
な
表
象
空
間
の
エ
コ
ノ
ミ
�
に
お
い
て
は
、
そ

れ
と
は
ま
�
た
く
異
な
る
美
学
的
フ
�
�
ズ
が
発
動

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
切
の
リ
ジ
�
ド
な
「
階
層

性
」
を
拒
む
徹
底
し
た
「
複
層
性
」
や
「
反
響
性
」

に
帰
着
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
事
例
と
し
て
最
も

好
適
な
フ
�
ル
ム
が
、
お
そ
ら
く
ジ
�
ゼ
フ
・
Ｈ
・

リ
�
イ
ス
監
督
の
傑
作
Ｂ
級
ノ
ワ
�
ル
『
拳
銃
魔
』

G
un C

ragy

（
四
九
年
）
で
あ
る
。

Ｂ
級
ノ
ワ
ー
ル
に
お
け
る
視
覚
的
セ
リ
ー
の
拡
散
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク―

ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｈ
・
リ
ュ
イ
ス
を
事
例
に

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
ジ
�
ン
＝
リ
�
�
ク
・

ゴ
ダ
�
ル
が
そ
の
長
編
デ
ビ
�
�
作
『
勝
手
に
し
や

が
れ
』A bout de souffl

e

（
五
九
年
）
を
実
質
的
に
捧

げ
た
と
い
�
て
も
よ
い
こ
の
伝
説
的
な
フ
�
ル
ム
は
、

リ
�
イ
ス
に
し
て
は
珍
し
く
厳
密
に
は
Ｂ
級
作
品
で

は
な
い
が
、
そ
の
画
面
に
み
な
ぎ
る
独
特
の
映
画
的

強
度
は
こ
の
作
家
の
代
表
作
に
相
応
し
く
、
紛
れ
も

な
く「
Ｂ
級
」
の
そ
れ
で
あ
る
。
本
作
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ボ
ニ
�
＆
ク
ラ
イ
ド
」
の
物
語
に
範
を
仰
い
だ
よ

う
な
、
拳
銃
に
魅
せ
ら
れ
強
盗
事
件
を
起
こ
し
た
後
、

あ
て
ど
な
い
逃
避
行
を
続
け
な
が
ら
最
後
に
銃
殺
さ

れ
る
若
い
カ
�
プ
ル
の
顚
末
を
描
い
た
典
型
的
な

ノ
ワ
�
ル
だ
。
こ
の
フ
�
ル
ム
を
め
ぐ
�
て
は
、
お

お
か
た
の
映
画
批
評
で
は
こ
れ
ま
で
、
あ
ま
り
に
も

有
名
な
、
映
画
中
盤
の
ハ
ン
プ
ト
ン
銀
行
強
盗
の
ワ

ン
シ
�
ン
・
ワ
ン
シ
�
�
ト
の
部
分
に
の
み
多
く
の

分
析
が
集
中
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
は
い

え
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
真
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
、

む
し
ろ
本
作
全
体
の
物
語
と
視
覚
イ
メ
�
ジ
が
紡
ぐ
、

こ
の
上
な
く
緊
密
な
主
題
的
セ
リ
�
の
ネ
�
ト
ワ
�

http://youtu.be/grWHQknzqW0
http://youtu.be/BizxiDtFdrI
http://youtu.be/grWHQknzqW0
http://youtu.be/o5kYw5IUh2g
http://youtu.be/o5kYw5IUh2g
http://youtu.be/FtC2id3fF6o
http://youtu.be/FtC2id3fF6o
http://youtu.be/gIkrYvdErtM
http://youtu.be/gIkrYvdErtM
http://youtu.be/yMwVsXA0TnI
http://youtu.be/yMwVsXA0TnI
http://youtu.be/bJFFy3soy9Y
http://youtu.be/bJFFy3soy9Y
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ク
の
拡
散
と
凝
集
の
様
相
で
あ
ろ
う
。

ど
う
い
う
こ
と
か
、
具
体
的
に
示
そ
う
。
ま
ず
、

『
拳
銃
魔
』
の
驚
嘆
す
べ
き
イ
メ
�
ジ
の
均
衡
ぶ

り
は
、
そ
の
オ
�
プ
ニ
ン
グ
と
ラ
ス
ト
に
、
等
し

く
「
水
」
の
イ
メ
�
ジ
が
氾
濫
し
て
い
る
こ
と
に

よ
�
て
端
的
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
★
24
。
と
い
う
の

も
、
冒
頭
、
薄
暗
い
夜
に
少
年
時
代
の
主
人
公
バ
�

ト
が
街
中
の
シ
�
�
ピ
ン
グ
・
ウ
�
ン
ド
ウ
の
ガ

ラ
ス
を
割
�
て
、
そ
こ
に
陳
列
さ
れ
て
い
た
拳
銃
を

盗
み
出
す
シ
�
ク
エ
ン
ス
。
そ
こ
で
は
、
ど
し
�
降

り
の
「
雨
」
が
彼
の
全
身
を
濡
ら
し
て
い
た
し
、
他

方
、
ラ
ス
ト
の
銃
殺
シ
�
ン
に
お
い
て
は
、
そ
の
直

前
に
カ
�
プ
ル
が
飛
沫
を
上
げ
て
逃
走
し
て
き
た
湖

沼
の
「
川
」、
そ
し
て
、
そ
の
周
囲
を
白
く
光
る
「
濃

霧
」
が
画
面
を
隈
な
く
覆
�
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
諸
々
の
「
水
」
の
セ
リ
�
は
、『
拳
銃

魔
』
に
お
い
て
は
、
そ
こ
か
ら
次
々
と
そ
れ
に
隣
接

し
た
異
な
る
視
覚
的
セ
リ
�
を
多
様
に
派
生
さ
せ
て

い
く
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、
オ
�
プ
ニ
ン
グ
の
シ

�
�
ピ
ン
グ
・
ウ
�
ン
ド
ウ
の
「
ガ
ラ
ス
」
と
、
ラ

ス
ト
の
二
人
の
足
元
の
反
射
す
る
「
水
面
」
は
、
そ

の
ま
ま
本
作
に
「
鏡
」（
鏡
面
）
の
セ
リ
�
を
喚
起
せ

ず
に
は
い
な
い
。
そ
も
そ
も
「
鏡
」
と
は
、
繰
り
返

す
よ
う
に
、
そ
れ
じ
た
い
反
響
性
の
視
覚
的
メ
タ
フ

�
�
で
あ
る
と
と
も
に
、
メ
タ
映
画
的
な
感
性
を
い

や
お
う
な
く
刺
激
す
る
優
れ
て
ノ
ワ
�
ル
的
な
意
匠

で
も
あ
�
た
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
そ

れ
が
こ
と
本
作
に
お
い
て
は
、
物
語
と
も
緊
密
に
連

動
す
る
形
で
「
矩
形
」
の
セ
リ
�
へ
と
ス
ム
�
ス
に

転
化
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
ジ
�
ン
・
ド
�
ル
演
じ
る
主
人
公
の

バ
�
ト
が
、
後
に
運
命
を
転
落
さ
せ
る
原
因
と
な
る

ペ
ギ
�
・
カ
ミ
ン
ズ
演
じ
る
拳
銃
狂
い
の
恋
人
ア
ニ

�
と
出
会
い
、
そ
の
姿
に
魅
了
さ
れ
る
の
は
、
彼
女

が
「
射
撃
の
女
王
」
と
し
て
出
場
す
る
カ
�
ニ
ヴ
�

ル
の
余
興
ス
テ
�
ジ
の
こ
と
だ
�
た
が
、
そ
こ
で
は
、

ア
ニ
�
と
の
一
騎
打
ち
の
対
戦
の
的
と
し
て
、
彼
女

の
背
後
に
は
背
丈
よ
り
少
し
高
い
、「
鏡
」
の
よ
う

に
「
長
方
形
の
大
き
な
板
」
が
確
か
に
ま
�
す
ぐ
に

立
�
て
い
た
は
ず
だ
。
す
な
わ
ち
、『
拳
銃
魔
』
に

お
い
て
も
ま
た
、
主
人
公
の
男
が
誘
惑
さ
れ
る
フ
�

ム
・
フ
�
タ
�
ル
は
、『
飾
窓
の
女
』
以
降
の
ノ
ワ

�
ル
的
伝
統
を
忠
実
に
踏
ま
え
る
よ
う
に
、
紛
れ
も

な
く
「
矩
形
の
女
」
と
し
て
現
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ

は
一
方
で
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
冒
頭
に
少
年
バ
�

ト
が
魅
せ
ら
れ
る
「
シ
�
�
ピ
ン
グ
・
ウ
�
ン
ド
ウ
」

（
＝
拳
銃
）
の
「
矩
形
性
」
と
も
深
く
共
鳴
し
て
い

る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
「
矩
形
」
は
、
す
ぐ
に
バ

★
24　
『
拳
銃
魔
』G

un C
razy

http://youtu.be/pm
uG

hjpK
cG

o

http://youtu.be/xU
uN

eO
FH

N
A

A

★24  Gun Crazy 

（YouTubeで見る）

http://youtu.be/pmuGhjpKcGo
http://youtu.be/xUuNeOFHNAA
http://youtu.be/pmuGhjpKcGo
http://youtu.be/pmuGhjpKcGo
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�
ト
が
ア
ニ
�
（
フ
�
ム
・
フ
�
タ
�
ル
）
や
拳
銃

と
と
も
に
魅
了
さ
れ
る
い
ま
一
つ
の
対
象
、「
紙
幣
」

の
形
象
と
も
均
し
く
重
な
り
合
い
、
こ
の
「
紙
幣
」

は
、
さ
ら
に
本
作
の
冒
頭
シ
�
�
ト
の
「
矩
形
」
の

「
看
板
」
か
ら
始
ま
り
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
登
場
す
る

「
文
字
」
の
セ
リ
�
と
し
て
も
絶
え
間
な
く
結
び
つ

い
て
い
く
…
…
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
も
は
や
明
ら
か
な
よ
う
に
、
リ

�
イ
ス
的
な
表
象
空
間
に
お
い
て
は
、
物
語
や
無
数

の
視
覚
的
要
素
の
セ
リ
�
は
、
フ
�
�
ド
の
よ
う
に

明
確
か
つ
堅
牢
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
�
を
備
え
て
い
は
い

な
い
。
そ
れ
ら
は
、
リ
�
イ
ス―

そ
し
て
、
Ｂ
級

作
家
特
有
の
、
セ
�
ト
撮
影
に
よ
る
事
前
の
厳
密
な

画
面
設
計
に
も
基
づ
く
こ
と
に
よ
�
て
、
映
画
世
界

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
遍
在
的
に
幾
重
も
の
反
響
と
凝

集
を
不
断
に
繰
り
返
し
続
け
る
一
種
の
「
プ
ラ
�
ト

フ
�
�
ム
」
を
形
成
し
て
い
る
。
あ
た
か
も
無
数
の

「
鏡
」
に
映
り
込
み
、
前
後
を
失
�
て
膨
大
な
数
に
増

殖
し
続
け
る
よ
う
な
、
圧
倒
的
な
平
面
の
地
平
。
い

う
な
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
が

四
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
映
画
に
築
き
上
げ
た
特
異
な
セ

ノ
グ
ラ
フ
�
だ
と
い
�
て
よ
い
。

ノ
ワ
ー
ル
の
映
像
圏

―

オ
ー
ソ
ン
・
ウ
ェ
ル
ズ
を
事
例
に

さ
て
、『
拳
銃
魔
』
は
主
に
そ
の
視
覚
的

0

0

0

な
次
元

に
お
い
て
映
像
の
堅
牢
な
客
観
性
・
構
築
性
を
も
ろ

と
も
骨
抜
き
に
す
る
、
反
響
性
・
凝
集
性
を
効
果
的

に
象
�
て
い
た
わ
け
だ
が
、
映
像
の
「
主
観
化
」
と

い
う
観
点
に
話
を
再
度
焦
点
化
さ
せ
て
み
る
と
、
当

然
な
が
ら
、
そ
の
「
主
観
性
」
を
よ
り
語
の
直
接
的

な
意
味
で
強
調
す
る
の
は
、
む
し
ろ
聴
覚
的
な
要
素

に
お
い
て
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
注
目
し
て
お

き
た
い
の
は
、
ウ
�
ル
ズ
の
『
黒
い
罠
』
の
ク
ラ
イ

マ
�
ク
ス
・
シ
�
ク
エ
ン
ス
で
あ
る
★
25
。

『
黒
い
罠
』
は
、
チ
�
�
ル
ト
ン
・
ヘ
ス
ト
ン
演
じ

る
メ
キ
シ
コ
人
麻
薬
捜
査
官
ヴ
�
ル
ガ
ス
と
、
犯
罪

事
件
の
証
拠
を
捏
造
し
て
し
ま
う
こ
と
で
無
実
の
人

物
を
容
疑
者
に
仕
立
て
上
げ
、
そ
れ
に
よ
�
て
仮
初

め
の
名
声
を
え
て
い
る
ウ
�
ル
ズ
演
じ
る
異
形
の
悪

徳
警
部
ク
�
ン
ラ
ン
と
の
対
決
を
描
い
た
ノ
ワ
�
ル

で
あ
る
。
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、「
証
拠

の
捏
造
を
す
る
人
物
」
と
、
物
語
の
結
末
で
、「
証
拠

を
捏
造
し
て
仕
立
て
上
げ
た
は
ず
の
事
件
の
真
相
が
、

実
は
本
当
に
真
相
だ
�
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
眩
暈
を
起
こ
す

★
25　
『
黒
い
罠
』Touch of E

vil

http://youtu.be/w
hzleW

t8tlU

http://youtu.be/olyD
M

V
J8-C

0

★25  Touch of Evil

（YouTubeで見る）

http://youtu.be/olyDMVJ8-C0
http://youtu.be/whzleWt8tlU
http://youtu.be/whzleWt8tlU
http://youtu.be/whzleWt8tlU
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よ
う
な
前
代
未
聞
の
梯
子
外
し
に
お
い
て
、
本
作
は
、

そ
の
ほ
か
の
ウ
�
ル
ズ
作
品
と
同
様
、
主
題
的
に
も

物
事
の
真
偽
の
曖
昧
さ
（
宙
吊
り
状
態
）
を
露
悪
的

に
肯
定
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
リ
ア
リ
テ
�
を
如
実

に
反
復
し
て
い
る
。

作
中
で
、
ク
�
ン
ラ
ン
は
ヴ
�
ル
ガ
ス
を
陥
れ
る

た
め
に
、
同
行
し
て
い
た
ジ
�
ネ
�
ト
・
リ
�
演
じ

る
彼
の
妻
ス
�
ザ
ン
を
い
つ
も
の
要
領
で
麻
薬
常
用

者
や
与
太
者
殺
人
の
容
疑
者
に
仕
立
て
よ
う
と
す
る
。

つ
い
に
ク
�
ン
ラ
ン
の
思
惑
と
妻
へ
の
犯
行
を
確
信

し
た
ヴ
�
ル
ガ
ス
は
、
ジ
�
ゼ
フ
・
キ
�
レ
イ
ア
演

じ
る
刑
事
の
メ
ン
ジ
�
ズ
と
と
も
に
、
ク
�
ン
ラ
ン

の
足
取
り
を
追
い
、
そ
の
言
動
を
盗
聴
機
で
盗
聴
し

よ
う
と
決
意
し
た
。
メ
ン
ジ
�
ズ
は
酒
場
に
い
る
ク

�
ン
ラ
ン
を
見
つ
け
た
が
、
盗
聴
機
で
彼
の
声
が
拾

い
に
く
い
た
め
、
戸
外
に
誘
い
出
す
。

酒
場
の
外
に
出
て
い
く
ク
�
ン
ラ
ン
の
様
子
を

い
つ
も
な
が
ら
の
ロ
�
・
ア
ン
グ
ル
か
ら
一
気
に
俯

瞰
ま
で
持
�
て
い
く
キ
�
メ
ラ
ワ
�
ク
で
捉
え
る
と
、

画
面
は
、
暗
い
夜
の
物
影
に
隠
れ
て
様
子
を
伺
う
ヴ

�
ル
ガ
ス
の
手
に
抱
え
ら
れ
て
い
る
四
角
い
箱
の
盗

聴
機
か
ら
流
れ
て
く
る
ク
�
ン
ラ
ン
の
声
を
聞
か
せ

る
。
一
方
、「
本
当
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
」
と
ク
�

ン
ラ
ン
に
迫
る
メ
ン
ジ
�
ズ
た
ち
の
歩
き
な
が
ら
会

話
す
る
姿
を
、
そ
こ
か
ら
二
百
メ
�
ト
ル
ほ
ど
離
れ

た
大
き
な
鉄
柱
か
ら
覗
く
ヴ
�
ル
ガ
ス
の
脇
に
据
え

ら
れ
る
キ
�
メ
ラ
は
、
夜
の
暗
が
り
に
白
い
煙
が
立

ち
込
め
る
中
、
盗
聴
機
か
ら
ク
�
ン
ラ
ン
と
メ
ン
ジ

�
ズ
の
声
を
そ
の
ま
ま
響
か
せ
続
け
る
。
そ
の
声
は
、

ヴ
�
ル
ガ
ス
の
指
で
調
節
さ
れ
る
ス
ピ
�
カ
�
の
音

量
の
加
減
で
、
あ
た
か
も
距
離
感
覚
を
失
調
し
た
ま

ま
空
間
を
あ
て
ど
も
な
く
漂
う
か
の
よ
う
だ
。
や
や

広
め
の
木
橋
を
渡
り
、
少
し
ず
つ
二
人
へ
の
距
離
を

縮
め
て
い
く
ヴ
�
ル
ガ
ス
。
そ
の
あ
い
だ
に
も
、
映

画
の
空
間
は
、
漆
黒
の
暗
闇
の
中
で
、
会
話
す
る
二

人
の
口
か
ら
流
れ
る
声
と
、
ヴ
�
ル
ガ
ス
の
手
許
の

ス
ピ
�
カ
�
か
ら
流
れ
る
声
が
、
微
妙
に
反
響
し
な

が
ら―

手
許
の
盗
聴
機
の
籠
�
た
調
子
と
、
周
囲

の
鉄
塔
に
反
響
し
て
響
く
声
な
ど―

そ
こ
こ
こ
で

聞
こ
え
て
い
る
。
ヴ
�
ル
ガ
ス
（
と
ク
�
ン
ラ
ン
）

は
、
一
つ
の
「
声
」
を
無
数
に
多
層
化
・
増
幅
化
し
、

か
つ
遍
在
さ
せ
な
が
ら
川
の
上
に
架
か
る
大
き
な
橋

ま
で
歩
い
て
い
く
。
ヴ
�
ル
ガ
ス
は
、
橋
脚
の
下
に

降
り
て
隠
れ
な
が
ら
盗
聴
を
続
け
て
い
る
が
、
ス
ピ

�
カ
�
か
ら
流
れ
る
ク
�
ン
ラ
ン
の
声
が
、
橋
の
底

面
や
川
面
に
反
響
し
て
し
ま
い
、
つ
い
に
ク
�
ン
ラ

ン
に
尾
行
を
気
づ
か
れ
て
し
ま
う
…
…
。

こ
の
、
一
連
の
サ
ス
ペ
ン
ス
に
満
ち
た
空
間
演
出

に
お
い
て
、
ウ
�
ル
ズ
の
天
才
は
、
い
わ
ば
自
ら
演

じ
る
ク
�
ン
ラ
ン
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た

�
て
証
拠
捏
造
を
重
ね
て
き
た
人
物
の
「
虚
偽
」
の

「
声
」
を
、
ヴ
�
ル
ガ
ス
が
持
つ
盗
聴
機
の
ス
ピ
�

カ
�
と
い
う
増
幅
装
置
を
介
し
て
、
そ
の
映
画
の
物

語
空
間
全
体
に
幾
重
に
も
底
な
し
に
反
響
さ
せ
、
遍

在
さ
せ
る
と
い
う
大
胆
き
わ
ま
り
な
い
趣
向
を
凝
ら

し
て
み
せ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、『
黒
い
罠
』
の
映
画

世
界
（
セ
ノ
グ
ラ
フ
�
）
は
、
ウ
�
ル
ズ
自
身
が
以

前
、『
上
海
か
ら
来
た
女
』
の
「
鏡
の
部
屋
の
シ
�

ク
エ
ン
ス
」
に
お
い
て
視
覚
的

0

0

0

に
行
�
た
「
シ
ミ
�

ラ
�
ク
ル
の
遍
在
性
・
拡
散
性
」
と
い
う
モ
テ
�
�
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フ
を
よ
り
徹
底
さ
せ
た
形
で
聴
覚
的

0

0

0

・
音
響
的

0

0

0

に
達

成
し
た
と
い
�
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
�
て
、
例

え
ば
こ
こ
に
は
、
映
画
批
評
家
の
ク
リ
ス
・
フ
ジ
ワ

ラ
や
、
同
じ
く
批
評
家
で
実
作
も
手
掛
け
る
葛
生
賢

が
、
か
つ
て
ジ
�
�
ク
・
タ
�
ナ
�
の
『
豹
男
』Th

e 

Leopard M
an

（
四
三
年
）
や
『
キ
�
�
ト
・
ピ
�

プ
ル
』C

at People

（
四
二
年
）
に
つ
い
て
詳
細
に
検

証
し
た
よ
う
に
、―

ウ
�
ル
ズ
お
馴
染
み
の
悪
夢

的
な
ま
で
に
歪
む
キ
�
メ
ラ
ワ
�
ク
と
も
相
俟
�
て

―

圧
倒
的
な
「
方
向
感
覚
の
失
調
の
効
果
」
を
も

た
ら
し
て
い
る
★
26
。
つ
け
加
え
て
お
け
ば
、
こ
の

シ
�
ク
エ
ン
ス
の
後
、
ウ
�
ル
ズ
の
声
は
、
録
音
さ

れ
た
テ
�
プ
を
通
じ
て
さ
ら
に
複
製
さ
れ
、
拡
張
さ

れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

思
え
ば
、
こ
う
し
た
観
客
の
聴
覚
的
刺
激
や
そ
の

想
像
力
に
訴
え
る
演
出
と
い
う
の
は
、
フ
�
ル
ム
・

ノ
ワ
�
ル
の
傑
作
群
に
一
再
な
ら
ず
認
め
ら
れ
る
要

素
で
は
あ
�
た
が
★
27
、
こ
う
し
た
映
画
の
表
象
空

間
に
お
け
る
、
真
偽
が
ど
こ
ま
で
も
脱
臼
さ
れ
た
シ

ミ
�
ラ
�
ク
ル
の
音
響
＝
「
声
」
を
拡
散
化
・
遍
在

化
さ
せ
る
と
い
う
演
出
は
、
ま
さ
に
フ
�
ル
ム
・
ノ

ワ
�
ル
的
イ
メ
�
ジ
が
孕
ん
で
い
た
語
の
真
の
意

味
で
の
映
像
の
「
主
観
化
」
を
極
限
ま
で
具
体
的
に

形
象
化
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
★
28
。
そ
の
意
味
で
、

ウ
�
ル
ズ
の
『
黒
い
罠
』
が
映
画
史
的
に
フ
�
ル

ム
・
ノ
ワ
�
ル
の
「
終
焉
」
を
告
げ
る
フ
�
ル
ム
だ

�
た
と
い
わ
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
映
像
圏
的
に
い

0

0

0

0

0

0

�
て
も

0

0

0

正
し
い
。
そ
し
て
、
現
在
の
映
像
圏
は
、
確

実
に
こ
の
『
黒
い
罠
』
の
彼
方
に
広
が
�
て
い
る
。

今
回
は
、
作
品
論
が
中
心
と
な
�
た
が
、
と
も
か

く
こ
こ
ら
で
要
点
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
現
代
の
映

像
圏
的
環
境
の
映
画
史
的
起
源
の
一
つ
に
は
、
ア
メ

リ
カ
の
フ
�
ル
ム
・
ノ
ワ
�
ル
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
、
四
〇
年
代
当
時
、
ま
さ
に
古
典
的
な
ハ
リ

ウ
�
ド
・
シ
ス
テ
ム
の
諸
々
が
崩
壊
の
一
途
を
辿
る

端
境
期
に
現
れ
た
メ
ル
ク
マ
�
ル
的
な
作
品
群
だ
�

た
か
ら
で
あ
り
、
モ
テ
�
�
フ
的
に
も
イ
メ
�
ジ
の

セ
ノ
グ
ラ
フ
�
の
上
で
も
、
そ
れ
ら
は
、
擬
似
ド
キ

�
メ
ン
タ
リ
�
的
で
、
世
界
の
安
定
的
・
確
定
的
な

真
偽
の
デ
�
コ
ト
ミ
�
が
な
し
崩
し
的
に
溶
解
し
て

★
26  C

hris Fujiw
ara, Jacques Tourneur 

: T
he C

inem
a of N

ightfall, B
altim

ore: 

Johns H
opkins U

niversity P
ress, 

1998, p.103. 

葛
生
賢
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
タ
ー

ナ
ー
と
私
た
ち―

Lost&
Found I

」、

flow
erw

ild.net

、
二
〇
〇
六
年
七
月
三
日
、

http://w
w

w
.flow

erw
ild.net/2006/07/

2006-07-03_223827.php

★
27　

例
え
ば
、
映
画
評
論
家
の
吉
田
広
明
が
そ

の
浩
瀚
な
ノ
ワ
ー
ル
論
で
分
析
し
て
い
る
よ
う

に
、ジ
ョ
ゼ
フ
・
Ｈ
・
リ
ュ
イ
ス
も
ま
た
、『
ビ
ッ
グ・

コ
ン
ボ
』Th

e B
ig C

om
bo

（
五
四
年
）
の
有
名

な
補
聴
器
に
よ
る
拷
問
シ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
そ

う
し
た
聴
覚
的
印
象
に
よ
る
主
観
性
の
演
出
を
巧

み
に
行
っ
て
い
る
と
い
え
る
。前
掲『
Ｂ
級
ノ
ワ
ー

ル
論
』、八
一
〜
八
二
頁
。
ま
た
、ジ
ャ
ッ
ク
・
タ
ー

ナ
ー
の
『
過
去
か
ら
逃
れ
て
』
も
、「
聾
唖
」
の

青
年
が
物
語
に
重
要
な
役
割
で
登
場
し
て
い
た
こ

と
は
知
ら
れ
る
通
り
だ
。

★
28　

映
像
圏
的
リ
ア
リ
テ
ィ
に
お
け
る「
音
響
」

の
重
要
性
に
お
い
て
は
、す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。

渡
邉
大
輔
「
セ
カ
イ
へ
の
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と

―

ゼ
ロ
年
代
映
画
史
試
論
」、
限
界
小
説
研
究

会
編『
社
会
は
存
在
し
な
い　

セ
カ
イ
系
文
化
論
』

南
雲
堂
、
二
〇
〇
九
年
、
と
り
わ
け
三
九
八
頁
以

下
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
こ
の
拙
論
で
も
論
じ
た

岩
井
俊
二
の
フ
ィ
ル
ム
を
新
種
の
フ
ィ
ル
ム
・
ノ

ワ
ー
ル
と
し
て
看
做
す
の
は
あ
ま
り
に
奇
抜
な
着

想
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
彼
の
『
花
と
ア
リ
ス
』

（
〇
四
年
）
を
、「
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ー
ル
」
と

し
て
の
「
花
」
と
「
有
栖
川
」
に
翻
弄
さ
れ
た

「
記
憶
喪
失
の
男
」
の
「
主
観
」
の
物
語
と
し
て

…
…
。

http://youtu.be/kbXv64Yye5g
http://youtu.be/axlCehRdy5w
http://goo.gl/iKza3
http://goo.gl/iKza3
http://www.flowerwild.net/2006/07/2006-07-03_223827.php
http://www.flowerwild.net/2006/07/2006-07-03_223827.php
http://www.flowerwild.net/2006/07/2006-07-03_223827.php
http://www.flowerwild.net/2006/07/2006-07-03_223827.php
http://goo.gl/3ywVv
http://goo.gl/3ywVv
http://www.amuse-s-e.co.jp/H&A/
http://youtu.be/0ADPSaybusM
http://youtu.be/axlCehRdy5w
http://youtu.be/FGDQ0xNxZjQ
http://youtu.be/FGDQ0xNxZjQ
http://youtu.be/0ADPSaybusM
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い
く
よ
う
な
、
映
像
の
「
主
観
化
」
を
き
わ
め
て
鮮

烈
に
描
き
続
け
て
い
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
リ
�

イ
ス
の
『
拳
銃
魔
』
や
ウ
�
ル
ズ
の
『
黒
い
罠
』
に

お
い
て
、
視
覚
イ
メ
�
ジ
や
音
響
の
無
方
向
的
な
複

層
性
・
遍
在
性
・
拡
散
性
と
し
て
形
象
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
�
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
第
一
回
で
言
及
し
た

よ
う
な
『
リ
ダ
ク
テ
�
ド 

真
実
の
価
値
』Redacted

（
〇
七
年
）
や
『
ク
ロ
�
バ
�
フ
�
�
ル
ド
／
Ｈ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ
』
の
視
覚
イ
メ
�
ジ
の
持
つ
そ
れ
を
端

的
に
予
告
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
事
実
、
最

後
に
私
た
ち
は
、
優
れ
て
映
像
圏
的
な
フ
�
ル
ム

と
い
え
る
擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
、
ジ
�
�
ジ
・

Ａ
・
ロ
メ
ロ
監
督
『
ダ
イ
ア
リ
�
・
オ
ブ
・
ザ
・
デ

�
ド
』D

iary of the D
ead

（
〇
八
年
）
の
冒
頭
部
分

で
登
場
人
物
の
一
人
に
よ
�
て
呟
か
れ
た
言
葉
を
強

い
確
信
と
と
も
に
想
起
し
て
お
く
べ
き
だ―

「
ま0

る
で
オ
�
ソ
ン
・
ウ
�
ル
ズ
の
ラ
ジ
オ
み
た
い
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」

と
。

〈
続
く
〉

渡
邉
大
輔
（
わ
た
な
べ
・
だ
い
す
け
）

映
画
研
究
者
・
批
評
家
。
日
本
大
学
芸
術
学
部
非
常
勤
講
師
。
専
攻

は
日
本
映
画
史
。
共
著
に
『
探
偵
小
説
の
ク
リ
ティ
カ
ル
・
タ
ー
ン
』『
社

会
は
存
在
し
な
い
』『
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
戦
争
』（
以
上
、
南
雲
堂
）、『
本

格
ミ
ス
テ
リ
08
』（
講
談
社
）、『
ゼ
ロ
年
代
＋
の
映
画
』（
河
出
書
房
新

社
）、『floating view　

郊
外
か
ら
う
ま
れ
る
ア
ー
ト
』（
ト
ポ
フィ
ル
）、

『
日
本
映
画
史
叢
書
15　
日
本
映
画
の
誕
生
』（
森
話
社
、
近
刊
）。

ブ
ロ
グ http://d.hatena.ne.jp/daisukewatanabe1982/

Twitter http://twitter.com
/diesuke_w

http://twitter.com/#!/diesuke_w
http://www.cinemacafe.net/official/redacted/
http://youtu.be/9xCq_Pi1ZZw
http://youtu.be/9xCq_Pi1ZZw
http://d.hatena.ne.jp/daisukewatanabe1982/
http://qspds996.com/floating_view/
http://goo.gl/86JQN
http://goo.gl/OQie5
http://goo.gl/OQie5
http://goo.gl/SLKMw
http://goo.gl/qPGwA
http://goo.gl/BELg8
http://goo.gl/BELg8

